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日
本
資
本
主
義
確
立
期
に
お
け
る
上
海
石
炭
市
場
の
展
開

山

下

直

登

は
じ

め
に

一
、

上
海

市
場

の
位
置

二
、

上
海

石
炭
市
場

の
展
開

12

。
54

。
56

.

輸
入
高
の
推
移
と
そ
の
特
徴

競
争
炭
の
動
同

日
本
炭
の
動
向

石
炭
相
場
の
動
向

石
炭
売
込
先

石
炭
取
扱
商
に
つ
い
て

展
望

-

ま
と

め
に
か
え
て

は

じ

め

に

日
本
資
本
主
義
に
お
け
る
石
炭
産
業

の
持

つ
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
そ

れ
自
体
が
日
本
資
本
主
義
の
構
造
的
特
質
解
明
の
重
要
な

一
環
を
な
す
も
の
で
あ

る
が
、

一
方
、
問
題
を
財
閥
資
本
研
究

に
絞

っ
て
み
た
場
合

で
も
、
石
炭
産
業
と

財
閥
資
本
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
財
閥
資
本
形
成
史
分
析
に
と

っ
て

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

い
な
、
こ
の
両
者
の
関
係
の
な
か

・

に
こ
そ
実
は
財
閥
資
本

の
資
本
蓄
積
基
盤
形
成

の
特
質

が
も

っ
と
も
鮮
明
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
石
炭
産
業

の
生
産
、
金
融
、
流
通
を
め
ぐ
る
財
閥
資
本
の
か
か
わ

り
方

の
な
か
に
、

「
日
本
型
金
融
資
本
」
と
し
て
の
財
閥
資
本
の
資
本
の
運
動
形

態
の
特
質
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
問
題
の
焦
点
は

石
炭
産
業
を
め
ぐ
る
財
閥
資
本

の
三
部
門
間

(生
産

・
金
融

・
流
通
)
の
有
機
的

結
合

の
実
証
的
分
析
に
お
か
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
就
中
、
財
閥
資
本
形
成

期
"
日
本
資
本
主
義
確
立
期
に
お
け
る
石
炭
産
業

の
輸
出
産
業
と
し
て
果
し
た
役

割

を
考
え
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
流
通
過
程
に
お
け
る
財
閥
資
本
と
石
炭
産
業

と

の
関
係
を
よ
り
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

換
言
す
れ
ば
、
当
該
時
期
の
石
炭
産
業
の
構
造
的
特
質
は
輸
出
石
炭
市
場
に
お

け
る
国
際
的
諸
条
件
に
よ
り
強
く
規
定
さ
れ
る
か
た
ち
で
形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
同
時
に
、
そ
れ
は
財
閥
資
本

の
形
成
そ
れ
自
体
が
か
か
る
国
際
的
契

機
諸

条
件
と
密
接

に
関
わ

っ
て
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

明
治

三
三
年
の
北
清
事
変
を
契
機
に
資
本
主
義
世
界
は
帝
国
主
義
段
階
に
突
入
し

た
こ

と
の
意
味
を
こ
の
場
合
重
視
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

本
稿
の
課
題
は
か
か
る
問
題

へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
前
提
と
し
て
、
明
治
三
〇
～

四
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
炭
の
三
大
輸
出
市
場
の

一
つ
で
あ

っ
た
上
海
石
炭
市
場

の
動
向
と
そ
の
特
徴
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

そ
れ
が
究
明
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
日
本
帝
国
主
義
の
尖
兵
と
し
て
の

財
閥
資
本

の
東

ア
ジ
ア
市
場
進
出
の
実
態
の
分
析
が
具
体
性

を
も

っ
て
可
能
と
な

る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
研
究
史
的
空
白
を
埋
め
る
意
味

に
お
い
て
も
不
可

「
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欠
な
課
題
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、

こ
の
場
合
、

産
の
展
開
を
射
程
に
い
れ

つ
つ
お
こ
な
わ
れ
る
操
②

以
下
、
上
海
市
場

の
位
置
づ
け
か
ら

明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。

分
析
は
三
井
物

崇
ω

筆

者
は

こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら

一
九

七
七
年

の
第

四
六

回
社
会

経
済

史
学
会

共

通
論
題
報
告

を
お

こ
な

っ
た
が
、
そ

こ
で
は

こ
の
よ
う

な
筆
者

の
基
本
的

見

解

を
概
括
的

に
提

示
し

て
お
い
た
。

こ
の
点

、
拙
稿

「
日
本
資

本
主
義
確

立
期

に
お
け
る
東

ア
ジ

ア
石
炭
市
場

と
三
井
物
産

;
上
海
市
場

を
中
心

に
ー
」
(
『
第

四
六

回
社
会

経
済
史
学
会

大
会
報

告
資
料

』
お
よ
び

『
エ
ネ
ル
ギ

ー
史

研
究

ノ

ー
ト

』
8
所
収

)
を
も

参
照

さ
れ
た

い
。

楽
②

物

産

の
展
開

を
含

め
た
右

の
論
点

を
さ
ら

に
深

め
る
た
め

に
別
稿

を
用
意

し

て
い
る
。

一、

上
海
市
場
の
位
置

明
治
四
〇
年
九
月
、
外
務
省
通
商
局

が
刊
行
し
た

『
清
国
事
情

』
第

一
輯
は
貿

易
港
と
し
て
の
上
海
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
ω

上
海
ノ
所
在
地
タ
ル
江
蘇
省
及
漸
江
省
沿
岸
、
鯨

二
長
江

一
帯
各
省

ハ
支
那
本

部

二
於
テ
最
モ
殿
富
沃
饒
ノ
上
区

二
シ
テ
、
農
工
商
ノ
事
業
発
達
シ
物
産

ノ
饒

多
ナ
ル
、
財
力
ノ
充
温
セ
ル
、
運
輸
ノ
利
便
ヲ
檀

二
ス
ル
、
実

二
支
那
ノ
富
庫
、

財
源
ノ
称

二
負
カ
ス
、
生
産
力
、
購
買
力
共

二
緯
々
ト
シ
テ
余
裕
ア
リ
ト
云
フ

ヘ
シ

(
中
略
)
、
殊

二
揚
子
江
ノ
宏
流
通
貫
奔
注
シ
、
支
那
本
部
ノ
腹
心
ヲ
経

過
ス
ル
ハ
其
状
、
猶

一
大
血
管
ノ
人
身
栄
養
ノ
源
ト
ナ
リ
、
生
機
ノ
淵
タ
ル
カ

如
シ
、
上
海

ハ
此
等
地
方
ノ
咽
喉
ヲ
掘

シ
、
輸
出
入
貨
物

ノ
集
散
繁
劇
ヲ
極
メ
、

極
南
支
那
ヲ
除
ク
外
、
支
那
全
国
ノ
貿

易

ハ
殆
ン
ト
此
港

二
依
ラ
サ

ル
ハ
ナ
シ
、

故

二
該
港
貿
易
ノ
消
長

ハ
直

二
支
那
貿
易
全
体
ノ
隆
替
ヲ
表
示

ス
ル
モ
ノ
ニ
テ
、

該
港
ノ
支
那
貿
易
上
最
枢
要
地
位
ヲ
占
有

ス
ル
ハ
疑
フ
可
ラ
サ
ル
所
ナ
リ
、

今
ヤ
其
基
礎
確
定

シ
テ
、
復
動
揺

ス

ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
該
港
ノ
将
来
益

々
発
達
ヲ
加

フ
ル
ハ
推
知
ス
ル
二
余
ア
リ
ト
ス
。

す
な
わ
ち
、
当
該
時
期
の
中
国
の
外
国
貿
易
は

「
北

二
ア
リ
テ
ハ
上
海

二
集
中

シ
、
南

ニ
ア
リ
テ
ハ
香
港

二
集
中
シ
、
他
ノ
諸
港

ハ
漸
次
衰
微

二
赴
キ
、
上
海
ト

香
港

ハ
南
北

二
並
立
シ
テ
外
国
貿
易
ヲ
司
リ
、
他
ノ
諸
港

ハ
垂
棋
シ
テ
成
ヲ
仰
グ

モ
ノ
ノ
如
シ
」
e
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
上
海
港
は
諸
国
唯

一
の
国
際
貿
易

市
場
と
し
て
、

「
独
リ
長
江
各
港
ノ
鎖
鋸

タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
殆
ン
ト
支
那
全
国

貿
易
ノ
総
涯

ニ
シ
テ
支
那
沿
海
福
州
以
北
、
中
清
長
江

一
帯
及
北
清
各
港

ハ
皆
該

港
ヲ
経
テ
物
貨
ヲ
輸
出
入
ス
ル
ヲ
恒
ト
」
し
て
お
り
、
香
港
と
と
も
に

「
支
那
貿

易
ヲ
専
撹
璽
断
」
す
る
位
置
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
⑤

ま
た
、
上
海
は

「
東
洋

第

一
ノ
貿
易
港

二
シ
テ
船
舶
ノ
出
入
多

ク
、
製
造
工
業
ノ
盛
大
ナ
ル
支
那
第

一
ニ

シ
テ
紡
績
製
糸
ノ
工
場

移
シ
キ

ニ
ョ
リ
石
炭
ノ
需
要
莫
大

ニ
シ
テ
、
石
炭
輸
入
ノ

大
ナ
ル
支
那
各
港

二
冠
タ
リ
」
④
と
い
わ
れ
て
お
り
、
石
炭
市
場
と
し
て
も
上
海

は
中
国
市
場
の
申
心
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

従

っ
て
、
上
海
石
炭
市
場
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
中
国
全
体

の
そ
れ

を
知
る
こ
と
で
も
あ
り
、
か
か
る
上
海
市
場
に
お
け
る
三
井
物
産

(
以
下
、
物
産

と
略
称
)
の
展
開
は
三
井
財
閥
の
中
国
市
場
進
出

へ
の
橋
頭
塗
を
築
く
こ
と
に
も

な

っ
た
の
で
あ
る
。

二
、

上
海
石
炭
市
場
の
展
開

1

輸
入
高

の
推
移
と
そ

の
特
徴

当
該
時
期
の
上
海
輸
入
炭
高
の
動
向
を
全
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
資
料

的
に
困
難
で
あ
る
が
第
1
、
2
表
か
ら
お
よ
そ
の
傾
向
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

す
な
わ
ち
、
第

一
は
日
本
炭
の
市
場
占
有
率
の
圧
倒
的
な
高
さ
と
、
そ
の
輸

入
高

の
順
調
な
伸
び

で
あ
る
。
第
二
は
日
本
炭
の
中
国
輸
出
高

の
う
ち
で
の
上
海

市
場
の
占
め
る
位
置
の
大
き
さ
で
あ
る
。
第
三
に
は
日
本
炭
の
う
ち
三
池
炭

の
停

一
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第1表 上海輸入炭種別比較 (単 位:ト ン)

日

本

炭

門

長

唐

北

司

池

崎

津

海 道

炭

炭

炭

炭

炭

小 計④

輸 出 総 高 ⑱

清 国 炭

外 国 炭

小 計 ◎

合 計(D

A/B

A/D

C/D

明治50

105,046

58.045

145,122

21.178

12.117

357,508

585,524

117,708

59,262

176,970

514,478

57.8

65.6

34,4

31

154,078

106,855

140,240

50,462

451,655

710,555

120,270

116,081

236,551

667,986

60.8

64.6

55.4

52

286,505

108,642

99,552

11,417

10,526

516,310

949,051

112,245

94,254

206,499・

722,809

54.4

71.4

28.6

55

275,155

108.670

55,258

11,556

571

450,790

826,055

55,781

89,610

145,591

594,181

54.6

75.9

24.t

54

445,692

102,057

75,545

21,094

8,924

651,090

1,171,176

81,050

107,957

189,007

840,097

55.6

77.5

22.5

出典:『 通商彙 纂 』改第57号41ペ ージ よ り作 成 。

但 し、 日本 炭の うち 、 輸 出総 高 につ い ては 吉 田虎 雄 『支那 貿易 事 情 』181～2ペ ージに

よ る。

1)清 国 炭 は開平 炭 及 び湖 北 炭で あ る。

2)外 国 炭 はカ ージ フ炭 、 ウ ー ロンゴ ン炭 、東京 炭、 豪 州 炭等 であ る。

5)日 本 炭 の うち輸 出総 高 は本 邦 炭 の中国へ の輸 出総 高 を示 す。

4)32年 の 日本炭 小 計 は合 わ な いが その ま ま とした。

5)55、54年 の中 国 輸入 炭総 高 はそ れぞ れ、864,158ト ン、1・152・959ト ン と報 告 さ

て いる。(『 通商 彙 纂 』第217号54ペ ージ)

第2表 上海輸入炭種別 (単 位:ト ン)

種 類

日 本 炭 ④

外
国
炭

清国炭

カ ー ジ フ 炭

豪 州 炭

東 京 炭

開 平 炭

湖 南 炭

小 計 ⑧

合 計 ◎

A/C

B/C

明治34

657,090

59,469

21,370

29,115

28.960

12,668

135,080

790,170

85.2

16.8

57

705,575

88244

5,189

41,005

8,201

25.509

166,206

871,781

80.9

19.1

出典:根 岸 倍編 『清国 商 業綜 覧 』第2巻515ペ ー ジ。

1)明 治54年 の清 国 炭 の銘柄 及 び合計 は 前掲 第

1表 と合 わ ないが 、 そ のま ま とした 。

2)ち なみ に、 明治45年 の中 国輸 入 炭総 高 は

1,445,896ト ンで あ る(農 商務 省 商務 局 『1910

年 に於 ケル支那 貿易 ノ概 況 』31ペ ー ジ)。

一23一



滞
化
傾
向
に
比

べ
て
筑
豊
炭

の
急
速
な
伸
張
で
あ
る
。
第
四
は
清
国
炭
、
外
国
炭

が
い
ま
だ
充
分
な
シ
エ
ア
ー
を
占

め
る
ま
で
に
至

っ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
そ
の

日
本
炭
に
対
す
る
潜
在
競
争
力
を
看
過

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第

一
に
つ
い
て
は
日
本
炭
は
三
〇
～

三

一
年

の
六
〇
%
台
か
ら
、
三
二
年
に
は

七
〇
%
台
を
占
め
、
三
七
年

に
は
上
海
輸
入
炭
の
八
〇
%
を
超
す
に
至
る
の
で
あ

る
。
当
該
時
期
の
上
海
石
炭
市
場
に
お

い
て
日
本
炭
は
六
〇
～
八
〇
%
を
占
め
独

占
的
支
配
を
確
立
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。

第
二
に
つ
い
て
は
明
治
三
五
年
の

一
資
料
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
⑤

清
国

に
於
け
る
本
邦
炭

の
仕
向
地
は
概
ね
上
海
に
し
て
、
此
他
芝
　
、
牛
荘
等

に
輸
送
す
る
も
の
亦
之
な
き
に
あ
ら

す
と
錐
も
尚
ほ
少
額
な
り
、
蓋
上
海
は
東

洋
に
於
け
る
商
業
上
枢
要
な
る

一
港

に
し
て
船
舶
の
輻
稜
、
工
業

の
繁
盛
、
香

港
の
次
に
位
し
、
毎
年
同
港
に
出
入
す
る
船
舶
は
漸
次
其
数
を
増
加
す
る
の
み

な
ら
ず
支
那
沿
岸
の
諸
港
に
回
送
す
る
石
炭
の
如
き
も
同
港
よ
り
回
送
す
る
も

の
多
き
を
以
て
、
毎
年
外
国
よ
り
同
港

へ
出
入
す
る
石
炭
の
総
額
は
六
十
万
噸

以
上
に
し
て
、
而
し
て
本
邦
炭
は
其

輸
入
の
約
七
割

を
占
む
る
と
云
ふ
。

日
本
炭
の
中
国
市
場

へ
の
輸
出
高
は
三
四
年
に
は

一
一
〇
万
ト
ン
を
超
し
、
上

海
市
場

へ
は
そ
の
う
ち
約
五
六
%
が
輸

入
さ
れ
て
お
り
、
日
本
炭

の
半
数
が
上
海

市
場
向
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
理
由
は

一
つ
に
は
石
炭
需
要

と
の
関
係
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

の
ち
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
中
国
輸
入
炭
の

大
半
は
船
舶
焚
料
炭

と
各
種
の
工
場
用
炭
で
あ
り
、
上
海
市
場
は
い
ず
れ
に
お
い

て
も
最
大
の
需
要
口
で
あ

っ
た
。
も
う

一
つ
の
理
由
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
上
海

が
中
国
各
地

へ
の
仲
継
貿
易
港
と
し
て
の
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
上
海
は
揚

子
江
貿
易
の
中
心
と
し
て
呉
松
、
蘇
州
、
鎮
江
、
九
江
、
漢
口
、
岳
州
、
長
沙
、

沙
市
、
宜
昌
、
重
慶
等

の
揚
子
江
沿
岸

貿
易
市
場
の
基
点
で
あ
り
、
そ
の
貿
易
範

囲
は
断
江
、
江
蘇
、
安
徽
、
江
西
、
湖
北
、
湖
南
、
四
川
の
七
省
全
部
、
雲
南
、

貴
州
、
河
南
、
甘
粛
、
陳

西
の
五
省
の
大
半
、
山
東

の
南
半
、
福
建

の
北
半
の

一

四
省
に
わ
た
っ
て
い
た
。
④
従

っ
て
、

こ
れ
ら
の
市
場

へ
は
上
海
を
通
じ
て
再
輸

出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
第
3
表
は
三
四
～
三
六
年

の
上
海
輸
入
炭

の
動
向
を
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
三
六
年
を
例
に
と
れ
ば
輸
入
炭
総
高
八
五
五
、

四
五
九
ト
ン
の
う
ち
、
三
九
六
、
五
六
四
ト
ン

(
四
六
%
)
が
内
国
市
場

に
再
輸

出
さ
れ
て
お
り
、
上
海
市
場
へ
の
純
輸
入
は
四

一
七
、
四
六
五
ト
ン

(
四
九
%
)

で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
上
海
の
中
国
貿
易
上
に
占
め
る
位
置
が
日
本
炭
輸
出
の

半
数
を
上
海
市
場
に
集
中
せ
し
め
る
基
本
的
要
因
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
第
三
の
特
徴
に
つ
い
て
は
三
〇
年
の
日
本
炭
輸
出
高
の
う
ち
門
司
炭
は

三
〇
%
、
三
池
炭

一
七
%
の
割
合
で
あ

っ
た
も

の
が
、
三

一
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ

三
五
%
、
二
四
彩
と
な
り
、
三
二
年
に
は
門
司
炭
は
五
五
%
と
急
増
す
る
。

こ
れ

に
対
し
三
池
炭
は
二

一
%
に
減
少
す
る
。
さ
ら
に
三
三
年
に
は
門
司
炭
は
六

一
%

を
占
め
、
三
池
炭
は
二
四
%
と
微
増
す
る
。
そ
し
て
三
四
年
に
は
門
司
炭
が
六
八

%
と
そ
の
輸
出
高
を
急
増
さ
せ
る
の
に
対
し
、
三
池
炭
は

一
五
%
と
急
減
し
、
そ

の
絶
対
額
も
漸
減
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
上
海
輸
出
日
本
炭
の
炭

種
構
成
の
推
移
は
い
う
ま
で
も
な
く
国
内
石
炭
産
業
発
展
の
比
重
が
三
池
か
ら
筑

豊

へ
と
移
行
し
て
い
る
こ
と
の
直
接
的
反
映
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
三
井

資
本

に
と

っ
て
も
二
九
年
山
野
炭
礦

、
三
三
年
田
川
炭
礦

、
三
四
年
本
洞
第

二
炭

坑

の
買
収
に
よ

っ
て
、
従
来

の
三
池
炭
中
心
か
ら
筑
豊
炭

へ
の
進
出

を
促
進

せ
し

め
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
第
四
に
つ
い
て
は
外
国
炭
、
清
国
炭
の
比
重
が
三
七
年
に
お
い
て
も

二
〇
%
を
切

っ
て
お
り
、
い
ま
だ
充
分
な
シ
エ
ア
ー
を
占

め
て
い
な
い
と
は
い
え
、

⑦

日
本
炭
の
競
争
炭
と
し
て
軽
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
日
露
戦
争
以
前

の
上

海
市
場
に
お
け
る
日
本
炭
の
競
争
炭
は
カ
ー
ジ
フ
炭
、
開
平
炭

・
湖
南
炭

・
湖
北

炭
な
ど
の
清
国
炭
、
豪
州
炭
、
東
京
炭
、
等

で
あ
り
、
そ
の
動
向
は
日
本
炭

の
輸

入
高
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る

(
後
述
)
。
第
4
表
は
明
治

三
〇
、
三

一
年
に
お
け
る
上
海
輸
入
炭
の
推
移

を
炭
種
別

・
月
別
に
み
た
も
の
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
表
か
ら
上
海
輸
入
炭

の
月
別
変
動
の
激
し
い
こ
と
を
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

こ
こ
で
、
三
二
年
二
月
九
日
付
の
上
海
総
領
事
館
報
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第5表 上海輸入炭の動向 (単 位:ト ン)

外 国 輸 入

内 国 輸 入

外 国 再 輸 出

内 国 再 輸 出

純 輸 入

明治54

758,900

147

61,552

339,195

558,500

55

708.566

718

49,870

355,247

504,167

56

855,361

98

51,450

396,564

417,465

出典:根 岸 倍編 『清 国商 業綜 覧 』 第2巻312ペ ージよ り作成 。

第4表 明 治30、51年 上 海 輸 入 炭 種 別 ・月 別 比 較
(単 位:ト ン)

1月

2月

5月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

合 計

日 本 炭 英 国 炭

明治50

29,042

48,257

15,724

15,825

27,418

52,876

52,059

20,046

51,883

30,054

14,309

50,180

525,655

51

46,288

45,198

59,090

18.591

25,178

58.759

57,566

20,118

55,447

55,491

8,934

45,614

591,854

50

2,484

3,150

1,465

7,099

51

7,100

4,850

5,860

6,884

5,200

27,874

豪 州 炭

50

2,807

1,200

4,007

51.

1,580

5,980

1.100

1,500

5,COO

5,050

16,410

開 平 炭

50

1,850

5,750

5,950

7,250

12,700

7,174

42,520

1,500

8.560

5,mo

64,554

51

200

800

4,446

8.617

6,SOO

8,600

9,150

11,535

9,%5

6,500

2,570

{8,901

東 京 炭

50

1,600

1,250

1,700

2,540

5,700

1,712

2,122

14,404

51

1,100

2,α 〕0

5,820

1,783

2,055

2,788

5,540

1,700

2,260

960

21,984

漢 口 炭

30

580

380

31

其 他

50 51

1,725

1,725

合,計

ろ0

50,642

51,951

17,574

22,425

55,708

40,126

45,119

50,027

49,503

55,019

24,581

55,602

416,077

31

47,588

54,478

56,166

54,651

55,211

$,511

58,656

58,128

47,690

40,751

11,304

45,614

528.748

出典:『 通 商彙纂 』 第125号5～4ペ ージよ り作 成。

1)漢 口炭の51年 、其他 の50年 は記載 がない。



告
か
ら
三

一
年
中
の
上
海
輸
入
石
炭
商
況

の
動
向
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。
上

海
総
領
事
館
は
三

一
年
中
の
石
炭
商
況
の
月
別
推
移
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い

る
。
⑧

一
月
中

一
タ
ビ
膠
州
湾

二
事
ア
リ
テ
以
来
、
東
洋
ノ
風
雲
益
々
不
穏

ニ
シ
テ

風
評
百
出
シ
、
局

二
外
交

二
当
ル
者
此
間

ノ
気
配
ヲ
誤

マ
ラ
ズ
、
英
仏
独

ノ
艦

隊

ハ
各
々
本
国
政
府
ノ
命
ヲ
奉
ジ
北
京

駐
在
自
国
公
使
ト
互

二
気
脈
ヲ
通
シ
、

西
二
東

二
出
没
変
幻
、
為
メ
ニ
石
炭
ノ
需
用
頓

二
増
加
シ
、
従
テ
之
ガ
気
配
ヲ

強
メ
本
邦
炭
ノ
如
キ
モ
悉
皆
売
切
レ
ノ
姿
ト
ナ
リ
、
遂

ニ
ハ
一
噸

二
付
八
両
五

匁
台
ノ
高
直
ヲ
唱
へ
出
ス
ニ
至
リ
殆
ン
ド
前
年

一
月

二
比

ス
レ
バ
三
両
方

ノ
騰

貴
ナ
リ
ト
ス
、
然
リ
而
シ
テ
英
国
炭

ハ
軍
艦
用
ト
シ
テ
或

ル
一
部

二
貯
蔵
セ
ラ

ル

・
ノ
外
、
会
テ
市
場

二
顕

ハ
レ
ザ

ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
其
他
濠
州
炭
ノ
如
キ
在

荷
絶

ヘ
テ
無
ク
、
開
平
炭
亦
北
部
運
輸

不
通
ナ
ル
ヲ
以
テ
此
処

二
供
給

ス
ル
ヲ

得
ザ
リ
シ
有
様
ナ
ル
二
揚
テ

・
加

ヘ
テ
此
際
本
邦
上
海
間
運
賃

ハ
多
少
低
落
シ
、

門
司
長
崎

ヨ
リ

一
弗
五
拾
仙
台
ト
ナ
リ

タ
ル
ヲ
以
テ
、
是

レ
別
表
記
載
ノ
如
ク

僅
々
三
拾
日
間

ニ
シ
テ
本
邦
炭
ノ
輸
入
約
四
万
七
千
余
噸
ノ
巨
額
、・
即
チ
昨
珊

一
年
中
最
大
額

二
達

シ
、
本
邦
営
業
者

ノ
此
機

二
乗

ジ
極
力
之
ガ
出
荷

二
努
メ

タ
ル
ト
当
市
場

ハ
独
リ
本
邦
炭
ノ
占
ム

ル
所
ト
ナ
リ
シ
所
以
ナ
リ
ト
ス

二
月
中

一
月

二
尋
ギ
不
相
変
需
用
隆

ン
二
シ
テ
軍
艦
運
動

ハ
依
然
繁
劇

ヲ
告

ゲ
、
英
国

ハ
コ
ロ
ン
ボ
以
東
ノ
石
炭
ヲ
買
占
メ
タ
リ
、
当
国
政
府

ハ
本
邦
炭
ヲ

買
収
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
傾
向
ア
リ
ナ
ド
是
等

ハ
直
接
本
邦
炭
ノ
需
要
ヲ
増
シ
、
揚

テ
・
当
時
本
邦
産
地

二
於

テ
ハ
旧
正
月
来
金
融
必
迫
ノ
為
メ
小
坑
主
ノ
売
放
チ
、

薄
資
石
炭
商
ノ
安
直
売
退
キ
等

ア
リ
テ
門
司
其
他
二
於
テ
在
荷
多
ク
、
為
メ
二

自
ラ
当
地

ヘ
ノ
輸
入
ヲ

一
層
増
加
シ
来
リ
、
乃
チ
別
表
輸
入
表
記
載
ノ
如
ク
四

万
四
千
余
噸
ノ
多
額

二
達

シ
タ
ル
所
以

ナ
リ
ト
ス
、
但
シ
相
場
ハ
低
落

ノ
模
様

見

エ
ズ

三
月
中

天
津
ノ
航
路
ハ
開
ケ
牛
荘

ノ
初
航
期
モ
漸
ク
近
寄
リ
、
順
次
北
方
行

ノ
汽
船
増
加
シ
、
従

テ
石
炭
ノ
需
用
日

二
多
キ
ヲ
加
フ
ル
ノ
矢
先
ナ
レ
パ
、
相

場

ハ
強
気

二
シ
テ
唐
津

一
等
炭
ノ
如
キ
七
両
七
匁

二
売
レ
行
キ
、
加

フ
ル
ニ
北

部

ノ
風
雲

ハ
不
穏

ニ
シ
テ
香
港
ノ
如
キ
モ
本
邦
炭
ノ
需
用
ヲ
増
シ
テ
輸
入
増
加

シ
、
到
ル
処
石
炭
ノ
需
用
多
キ
ヲ
以
テ
英
国
炭
ノ
如
キ

モ
非
常
ノ
高
値

ニ
シ
テ

殆
ン
ド
相
場
外
ノ
高
唱
ヲ
ナ
シ
、
即
チ
前
記
二
種

ノ
原
因
相
依
リ
相
集
リ
本
月

中

ノ
各
種
石
炭
輸
入
総
額
五
万
六
千
余
噸

(内
本
邦
炭
四
万
噸
)

二
昇
リ
、
前

年
輸
入
総
額

一
万
八
千
噸

二
比
ス
レ
バ
約
三
倍
増
ナ
リ
ト
ス
、
是

レ
三
月
頃

二

至

レ
バ
北
方
航
路
開
ケ
石
炭
ノ
需
用
梢
々
多
キ
ヲ
加
フ
ル
ハ
通
例
ナ

ル
モ
、
独

リ
是
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
恐
ク
昨
三
十

一
年
全
月
ノ
如
ク
五
万
六
千
余
噸
ノ
巨
額

二
出

デ
難
カ
ル
可
ク
、
不
相
変
二
万
噸
内
外
ヲ
上
下

ス
ル
ニ
過
ギ
ザ
ラ
ン
、
以
テ
前

年
十

一
月
独
逸
膠
州
湾
占
領
以
来
石
炭
需
要
ノ
如
何

二
増
殖
セ
ル
ヤ
ヲ
推
知
ス

ル
二
余
ア
ラ
ン

四
月
中

上
等
炭

ハ
相
変
ラ
ズ
東
洋
風
雲
ノ
不
穏
ヲ
気
構

ヘ
テ
強
気
ヲ
帯
ビ
居

レ
リ
、
尤
モ
運
賃
騰
貴
其
他
二
、
三
ノ
原
因

ニ
ョ
リ
多
少
本
邦
炭
の
輸
入
ヲ
減

ゼ

シ
モ
、
独
逸
ノ
如
キ

ハ
膠
州
湾
貯
蔵
ノ
為
メ

一
年
ヲ
期
シ
毎
月
本
邦
炭
三
千

噸
宛
買
入
ヲ
申
込
ミ
タ
ル
ア
リ
、
其
他
露
英
共

一二

朝
事

ア
ル
時

ハ
英
炭
ヲ
望

ミ
取
リ
難
キ
カ
故

二
此
際
盛

ン
ニ
買
進
ミ
、
労
々
本
国
サ
ウ
ス
ウ

エ
ー
ル
ス
二

於
テ

ハ
石
炭
工
夫
ノ
同
盟
罷
工
ア
リ
テ
其
勢
猫
獄
漸
次
蔓
延
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
模

様
ア
リ
、
随
テ
早
晩
英
炭
輸
入
ノ
減
却
ヲ
来

ス
ナ
ル
可
ク
、
且
ツ
ヤ
此
時
米
国
、

西
班
牙
間
外
交
益
々
難
局

二
向
ヒ
、
将
サ

二
干
気
ヲ
戦

ハ
サ
ン
ト
ス
ル
ノ
場
合

ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
石
炭
ノ
需
要
層

一
層
ノ
度
ヲ
高

メ
、
香
港

二
テ
ハ
英
炭
毎
噸
四

拾
両

ノ
高
値

ニ
テ
取
組
セ
ラ
レ
タ
ル
ノ
有
様
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
当
分
俄
力
二
下
向

ト
ナ
ル
憂

ハ
ナ
カ
ル
ベ
キ
ナ
リ
ト

ハ
本
月
末
日
ノ
伏
況
ナ
リ
シ

五
月
中

サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ス
ニ
於
ケ

ル
採
炭
夫

ノ
同
盟
罷
エ
ハ
英
国
炭
ノ
輸

出
ヲ

一
時
減
少
セ
シ
メ
、
其
結
果
、
五
月
中
当
港
輸
入
英
炭
ノ
上

二
顕

ハ
レ
、

即
チ
別
表
掲
記
ノ
如
ク
全
月
中
英
国
炭
ノ
輸
入
皆
無
ト
ナ
リ
、
濠
州
炭
亦

一
般

価
格
騰
貴

二
引
連
レ
毎
噸
拾
七
両
以
上

二
テ
取
引

セ
ラ
レ
シ
モ
、
其
後
間
モ
ナ

ク
在
荷
手
薄
ト
ナ
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
月
末

二
至
リ
千
百
噸
バ
カ
リ
ノ
着
荷
ア
ル
迄
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不
得
己
取
組
見
合

ハ
セ
ノ
姿
ト
ナ
リ
、
又

一
方

ニ
テ
ハ
当
時
外

ニ
ハ
米
西
戦
争

漸
ク
酎

ニ
シ
テ
米
軍
桑
港
ヨ
リ
兵
ヲ
派
セ
シ
メ
テ
馬
耳
拉
ヲ
占
領
セ
ン
ト
シ
、

西
軍
兵
ヲ
本
国

二
求
メ
テ
極
力
之

二
当
ラ
ン
ト
ス
、
内

二
ハ
沙
市
暴
勤
事
件
ア

リ
、
寧
波

二
温
州

二
到
ル
処
人
心
憧

々
ト
シ
テ
其
業

二
安
ン
ゼ
ズ
、
財
ヲ
蓄
フ

ル
者

ハ
皆
之
ヲ
蔵

シ
テ
出
サ
ズ

一
般

金
融
界
全
ク
疎
通
ノ
途
ヲ
失
ナ
ヒ
、
米
価

益
々
騰
貴
貧
民
愈
々
苦
痛

二
堪

ヘ
ザ
リ
シ
有
様
ナ
ル
ヲ
以
テ
何
ヅ
レ
ノ
取
組

モ

殆
ン
ド
休
業
ノ
姿
ト
ナ
リ
、
不
振

二
不
振
ヲ
重
ネ

(中
略
)
、
石
炭
ノ
ミ
ハ
米

西
戦
争
ノ
結
果
、
多
少
運
賃

ノ
騰
貴

ヲ
来
セ
シ
ト
錐
ト
モ

(
門
司
長
崎

ヨ
リ
上

海
迄
ノ
運
賃

ハ
当
時
毎
噸
弐
弗

二
拾

五
仙
迄
引
上
ゲ
タ
リ
)
、
此
騰
貴

二
拘

ハ

ラ
ズ

一
般
需
用
増
加
ノ
為
メ
在
荷

ハ
続
々
捗
ケ
行
キ
、
就
中
、
前
述
ノ
如
ク
英

国
炭
及
濠
州
炭
ノ
出
廻
ナ
キ

二
因
リ
、
本
邦
炭
及
開
平
炭
ヲ
仰
ガ
ザ
ル
ヲ
得
ザ

ル
二
至
リ
、
是

レ
本
邦
炭
ノ
輸
入
衰

ヘ
ザ
リ
シ
主
因
ナ
リ
ト
ス

六
月
中

相
変
ラ
ズ
本
月
中
モ
我
邦
守
備
兵
ノ
威
海
衛
ヲ
撤

セ
ル
、
恭
親
王
ノ

莞
御
、
米
作
不
出
来

ノ
為
メ
長
江
筋

ヲ
通
シ
下
等
民
ノ
愁
聲
、
当
港
会
審
制
度

改
定

二
工ー
ス
ル
内
外
人
ノ
運
動
、
決

算
日

二
臨
メ
ル
二
、
三
実
業
家
ノ
破
産

(当
時
漢
ロ

ニ
於
テ
モ
弐
拾
五
万
両

ノ
負
債
ヲ
負
ヒ
不
得
己
逃
亡
セ
シ
モ
ノ
ア

リ
タ
リ
)
、
米
価
騰
貴

二
基
ヅ
ケ
ル
貧
民
ノ
騒
擾
等
ノ
原
因
相
合
シ
タ
リ
シ
ヲ

以
テ
市
場

ハ
益
々
沈
静

二
陥
井
リ
、
甚

シ
キ
不
景
気
ヲ
呈

セ
シ
ガ
、
既

二
此
時

二
至
リ
テ
ハ
本
邦
炭
ノ
在
荷
モ
饒
多

ニ
シ
テ
寧

ロ
供
給
ノ
需
用
ヲ
超
過

ス
ル
姿

ナ
ル
ニ
、
上
述
ノ
如
ク
金
融
必
迫
ヲ
告
ゲ
支
払
日
モ
差
迫
リ
居
リ
タ
ル
為

メ
買

手
筋

ハ
皆
々
手
拍

へ
其
他
英
国
炭
、

濠
州
炭
モ
同
様
不
味
ナ
リ
シ
ガ
、
輸
入

ハ

不
相
変
相
応

ニ
ア
リ
テ
寧

ロ
前
月

ヨ
リ
多

カ
リ
シ
有
様
ナ
リ
、
尤

モ
例
年
此
候

二
至
レ
パ

一
時
休
業

シ
居
リ
タ
ル
各
製
糸
場
モ
漸
次
業
ヲ
始
メ
、
従

テ
当
地
工

場
用
石
炭
ノ
消
費
高

二
於
テ
多
少
其
量
ヲ
増
加
シ
居

ル
ハ
勿
論
ナ
ル
モ
、
是
レ

未
ダ
以

テ
当
港
輸
入
石
炭
増
加
ノ
上

二
左
シ
タ
ル
影
響
ヲ
及
ボ
サ
マ
ラ
ン
、
是

レ
妥
寛

前
々
月
以
来

ノ
好
景
気

二
連

レ
本
邦
産
地
当
業
者
ノ

一
時

二
輸
入
シ
来

リ
タ
ル
結
果

二
過
ギ
ザ
ル
可
シ
ト
考

フ

七
月
中

本
月

二
入
リ
テ
ハ
四
明
公
所
事
件

二
因
リ
寧
波
人

一
時

二
業

ヲ
休
ミ
、

而
シ
テ
当
地
石
炭
商
ノ
重
モ
ナ
ル
者

ハ
何
ヅ
レ
モ
皆
ナ
寧
波
人
ナ
ル
ヲ
以
テ
、

全
事
件

ハ
直
接
石
炭
取
組
ノ
上

二
影
響
シ
本
邦
炭
、
英
国
炭
、
濠
州
炭
何
ヅ
レ

モ
皆
ナ
取
引
甚
ダ
稀

ニ
シ
テ
相
場
亦
遠

カ
ラ
ズ
低
落
ノ
傾
向
ヲ
有

セ
リ

八
月
中

略

九
月
中

本
月

二
入
リ
石
炭
ノ
輸
入
多
少
減
退
セ
シ
モ
前
々
月
以
来

ノ
荷
茜

ミ

ニ
ョ
リ
遠
カ
ラ
ズ
相
場
ノ
暴
落
ヲ
見
ル
ナ
ル
可
ク
、
此
際
買
手
筋

ハ
買
入
ル
・

モ
捌
ケ
方

二
差
支
へ
、
且
ツ
経
済
界
モ
稻

々
引
締
リ
居
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
各
石
炭

皆
々
取
引
勘

ナ
ク
、
勇
々

一
方

ニ
テ
ハ
全
月
三
十
日
恰
モ
大
支
払
日

二
相
当
セ

ル
ヲ
以
テ
全
ク
休
業
同
様
ノ
有
様
ト
ナ
リ
、
層

一
層
ノ
不
振
二
陥
ヰ
リ
俄
力
二

復
旧
ノ
見
込
ナ
シ

十
月
中

本
月

二
入
リ
北
京
政
変
ノ
報

一
タ
ビ
当
市
場

二
伝

ヘ
ラ
ル
・
ヤ
市
況

再
ビ
沈
静

二
陥
井
リ
、
英
仏
独
ノ
艦
隊

ハ
各
々
自
国
政
府
ノ
命
ヲ
受
ケ
或

ハ
天

津
附
近

二
於

テ
、
又

ハ
香
港
海
面

二
於

テ
聚
合
ノ
勢
ヲ
形

ハ
シ
、
艦
隊

ノ
運
動

実

二
繁
劇
ナ
リ
シ
ガ
故

二
多
少
石
炭
ノ
需
要
ヲ
喚
起
シ
、

一
般
市
面
ノ
不
活
発

二
反
シ
独
リ
本
邦
炭

ノ
好
景
気
ヲ
見
、

一
時
停
滞
シ
タ
ル
在
荷
モ
少
シ
ク
荷
薄

ト
ナ
リ
タ
ル
趣
ナ
リ

十

一
、
十
二
月
中

唯
当
用
筋
ノ
望
ミ
取

ニ
シ
テ
捗
々
敷
取
引
ナ
ク
十
二
月

二

至
リ
テ
ハ
自
家
用
石
炭
ノ
増
加

ニ
ョ
リ
輸
入

二
於
テ
モ
其
増
加
ヲ
見
、
在
荷
多

キ

ニ
過
グ
ル
ノ
有
様
ナ
ル
モ
先
ヅ
清
暦
正
月
前
ノ
コ
ト
ナ
レ
バ
支
払
上
買
手
筋

ハ
寧

ロ
見
合

ハ
ス
ナ

ル
ベ
シ

明
治
三

一
年
と
い
う
時
点
で
は
あ
る
が
上
海
石
炭
商
況
の
動
向
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
上
海
輸
入
炭
高
を
規
定
す
る
要
因
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
右
の
上
海
総
領
事
館
報
告
は
e
小
蒸
気
船
と
船
舶

の
増
加
、
⇔
産
業

の
進
歩
、
⇔
政
変
の
影
響
、
五

一
般
人
民
需
用
の
増
加
、
の
四

つ
の
理
由
を
あ
げ
て
い
る
。⑨

こ
れ
ら
の
原
因
の
う
ち
⇔
が
王
因
で
あ
る
こ
と
を

右
の
報
告
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
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前
述
ノ
如
ク
昨
年
中

(
=
二

年
申
-
引
用
者
)
輸
入
石
炭
ノ
増
加

ハ
、
第

一
内

河
航
行
規
則
実
施
後
俄
カ
ニ
増
作

セ
ル
小
蒸
気
船
、
第

二
産
業
ノ
発
達
、
其
他

直
接
間
接

二
種

々
ノ
原
因
ノ
相
依
リ

テ
此
等
非
常
ノ
増
加
ヲ
見
タ
ル
ナ
ル
ベ
シ

ト
錐
ト
モ
、
此
等

ハ
秦
寛
附
随
ノ
原
因
タ
ル
ニ
過
ギ
ズ
シ
テ
昨
年
中
ヲ
通
ジ

一

般
人
心
ヲ
聾
動

セ
シ
メ
タ
ル
幾
多
政
海

ノ
波
瀾

ハ
実

二
之
ガ
主
因
ナ
リ
ト
謂

ハ

ザ
ル
ヲ
得
ズ
、
今
其
理
由
ヲ
詳
述
セ
ン

二
当
地

二
ハ
種
々
ノ
製
造
場

ア
リ
テ
綿

糸
、
蚕
糸
ヲ
首
メ
燐
寸
、
製
紙
、
製
油
、
羊
毛
、
熟
皮
、
綿
繰
、
造
船
等

二
至

ル
迄

一
々
枚
挙
ス
ル
ノ
邉
ア
ラ
ザ
ル
モ
、
此
等
ヲ
通
ジ
消
費
ス
ル
石
炭
総
額

ハ

最

モ
精
密
ナ
ル
統
計

二
拠

レ
バ
、
凡

一
ケ
月
壱
万
噸
即
チ

一
ケ
年
拾
弐
万
噸

二

過
ギ
ザ
ル
ベ
ク
、
又
小
蒸
気
船
ノ
増
加
セ
ル
モ
ノ
ァ
リ
ト
錐
ト
モ
、
此
方
面
ノ

需
用
ハ
寧
ロ
小
額

二
止
マ
ル
ヲ
以
テ
直
接
十
万
噸
ノ
進
捗
ヲ
来

シ
能
フ
モ
ノ

二

ア
ラ
ズ

シ
テ
、

一
昨
年
膠
州
湾

二
事

ア
リ
テ
ヨ
リ
以
来
引
続
キ
米
西
戦
争
、
沙

市
事
件
、
寧
波
事
件
、
北
京
政
変
等

踵
ヲ
接
シ
テ
起
リ
、
其
間
英
米
仏
独
露
西

ノ
艦
隊

ハ
日
夜
東
西

二
奔
走
シ
、
南
北

二
馳
駆
シ
出
没
変
幻
尤

モ
努
メ
タ
リ
シ

ヲ
以
テ
、
此
等
各
国
軍
艦
ノ
消
費
セ

ル
石
炭

ハ
実

二
巨
額

二
達
シ
、
就
申
、
英

露
独
ノ
如
キ

ハ
他
日
ヲ
慮
リ
此
際
切

リ
ニ
買
収
ス
ル
所
ア
リ
シ
ヲ
以
テ
石
炭
ノ

需
要
頓

二
増
加
シ
、
随
テ
其
気
配
ヲ
高
メ
輸
入
日

二
多
ク
月

二
増
進
ス
ル
ノ
有

様
ト
ナ
リ
、
遂

二
前
年

二
比

シ
約
十
余
万
噸
ノ
増
輸
入
ヲ
見
、
我
本
邦
炭
ヲ
シ

テ

一
躍
四
百
万
円
以
上
ノ
輸
出
商
品

タ
ラ
シ
ム
ル
ニ
至
リ
シ
モ
ノ
タ
ル
ハ
余
輩

ノ
堅
ク
信
ジ
テ
疑

ハ
ザ
ル
所
ナ
リ

す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
軍
の
膠
州
湾
占
領

(三
〇
年

一
一
月
)
、
米
西
戦
争
勃
発

二
一二

年
四
月
)
、
沙
市
暴
動

二
一二

年
五
月
)
、
寧
波
事
件

・
四
明
公
所
事
件

(
=
二

年
七
月
)
、
旅
順

・
威
海
衛
の
解
放
、
北
京
政
変

二
一=

年
八
月
)
、
三

門
湾
事
件

(
三
二
年
七
月
)
、
北
清
事

変

(三
三
年
五
月
)
等
の
清
国

を
め
ぐ
る

帝
国
主
義
諸
列
強
間
の
軍
事
的

・
政
治

的
諸
事
件
が
上
海
輸
入
炭
高

の
動
向
を
左

右
す
る
基
本
的
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
を
右
の
報
告
は
如
実
に
示
し
て
い
る
。⑧

そ
し
て
こ
れ
は
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
上
海
輸
入
炭
の
需
用
口
の
最
大

の
も

の

が
船
舶
焚
料
炭
で
あ
っ
た
こ
と
と
密
接

に
関
連
し
て
い
る
。

こ
の
点
を
物
産
の
三

一
年
石
炭
取
扱
高
の
拡
大
と
の
関
連
で
み
て
お
こ
う
。01

物
産
の
明
治
三

一
年
度
の
石
炭
取
扱
高
は
三
〇
年
度
に
比
し
て
八
六
、

一
六
六
ト

ン
、
二
、
二
三
八
、
二

一
四
円
の
増
加

を
示
し
、
こ
れ
は
三

一
年
度
日
本
石
炭
の

総
輸
出
高
の
約
三
〇
%
を
占
め
る
に
い
た

っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
国
内

に
お
け
る
鉄
道
、
船
舶
、
諸
工
業

の
需
要
の
増
加
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
に
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
東

ア
ジ
ア
石
炭
市
場
の
動
向
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

第
三

膠
州
港
占
領
事
件

ヨ
リ
列
国
間
ノ
形
勢
穏
ナ
ラ
ズ
、
英
国
政
府

ハ
東
洋

二
於
テ
カ
ー
ヂ
フ
石
炭
ノ
買
占
ヲ
ナ
シ
タ
ル
為
メ
英
炭
ノ
騰
貴

二
伴
ヒ

一
般
ノ

炭
価
騰
貴

シ
タ
ル
コ
ト

第

四

米
軍

マ
二
ラ
ヲ
占
領
シ
タ
ル
ニ
付
、
石
炭
ノ
需
要
大

二
起
ル
ベ
シ
ト
ノ

思
惑
盛
ナ
リ
シ
コ
ト

第
五

力
ー
ヂ
フ
炭
坑

二
坑
夫
ノ
罷
工
起
リ
五
ケ
月
間
継
続
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、

英
炭
売
買

ハ
九
月

二
至

ル
マ
デ
中
絶
ノ
姿
ヲ
呈

シ
、
従

ッ
テ
他
炭
ノ
需
要

二
影

響
ヲ
与

ヘ
タ
ル
コ
ト

第
六

上
半
期

二
於
テ
本
邦
輸
入
米
運
送
ノ
船
舶
多
カ
リ
シ
為

メ
、
其
焚
料
積

取
ノ
増
加
セ
シ
コ
ト

以
上
各
種
ノ
原
因

二
由
リ
内
外
共

二
需
要
ヲ
増
加
シ
、
殆
ン
ド
未
曽
有

ノ
好
況

ヲ
呈
シ
タ
リ

然

レ
ト
モ
之

レ
ガ
為

メ
一二

方

ニ
ハ
印
度
ベ
ン
ゴ
ー
ル
炭
大

二
産
額
ヲ
増
加
シ
、

新
嘉
披
市
場

二
現

ハ
レ
東
京
炭
又
盛

二
香
港
市
場

二
輸
入
セ
ラ
レ
、
我
粉
炭
及

切
込
炭
ノ

「
大
強
敵
ト
ナ
リ
、
開
平
炭

ハ
上
海
市
場

二
出
テ

・
重
ナ
ル
用
途
ヲ

充
タ
ス
等
大

二
東
洋
各
炭
坑
ノ
採
掘
増
加
ヲ
奨
励
セ
リ
、
之
ヲ
以
テ
年
末

二
近

ク
二
従

ヒ
各
需
用
地

二
於
ケ
ル
着
炭
ノ
大

二
増
加

ス
ル
ト
共

二
、

一
方

ニ
ハ
東

洋
風
雲
漸
ク
穏
静
ト
ナ
リ
、
カ
ー
ヂ
フ
ー
同
盟
罷
工
亦
和
解
シ
、
米
西
ノ
干
文

亦
収

マ
ル
等
着
々
需
要
収
縮
、
炭
価
下
落

ノ
徴
ヲ
呈
シ
来
リ
タ
レ
バ
、
各
地
共

二
炭
況
不
振
ヲ
叫
バ
ザ
ル
ヲ
得
ザ

ル
ニ
至
レ
リ

「
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然
レ
ト
モ
、
当
社

ハ
昨
年
末
ノ
残
約
定

ヲ
履
行

ス
ル
ト
共

二
各
地
共
先
約
定

ヲ

努
メ
タ
ル
ヲ
以
テ
、

一
般
ノ
炭
況

ノ
盛
ナ
ル
ニ
際
シ
テ

ハ
能
ク
其
好
果
ヲ
収

メ
、

前
記
ノ
如
キ
多
数
ノ
売
炭
ヲ
ナ
シ
得

タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
次
年
度
ノ
焚
料
約
定

ハ
例

二
従
ヒ
各
地

二
於

テ
締
結
シ
タ
ル
高
、
凡
四
十
万
余
屯

二
達
シ
タ
リ

(後

略
)

右

に
み
た
上
海
輸
入
炭
の
促
進
要
因
が
物
産

の
石
炭
取
扱
業
の
展
開
の
な
か
に

具
体
的

に
作
用
し
て
い
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
右

の
報
告
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
と
こ
ろ
で
、
上
海
輸
入
炭
の
動

向
を
単
に
三

一
年
の
段
階
に
と
ど
め
ず
、

ロ

ン
グ
ス
パ
ン
に
お
い
て
捉
え
た
と
き
清
国
資
本
主
義

の
発
展
と
の
関
係
を
重
視
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
点

に
つ
い
て
右
の
報
告
は
清
国
産
業
資
本
の
発
達
を

鳥
敢
し

つ
つ
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

「
即
チ
此
等
重
要
輸
出
品

ハ
勿
論
其
他
諸
種

ノ
エ
芸
品

二
於
テ

一
般
製
造
額

ノ
増
殖
セ
シ

バ
直
接
石
炭
需
要
ノ
増
進

ヲ
招
キ
、

石
炭
需
用
ノ
増
進

ハ
其
輸
入
増
加
ト
価
格
騰
貴
ト
ヲ
来
セ
シ
所
以
ナ
リ
ト
ス
、
而

シ
テ
此

原
因
タ
ル
ヤ
今
後
月
ヲ
改

メ
年
移
ル
ニ
従

ヒ
益
々
其
度
ヲ
増
進
セ
ン
ハ
勿

論

二
シ
テ
、
遂

ニ
ハ
生
糸

マ
レ
綿
糸

マ
レ
、
羽
毛
、
皮
革
、
燐
寸
、
製
紙
等
諸
種

ノ
製
造

二
巨
額
ノ
石
炭
ヲ
需
要

ス
ル
ニ
至

ル
ハ
疑
ヲ
容

レ
ザ
ル
所
ナ
リ
」
と
。
製

糸
業
、
紡
績
業
な
ど
の
産
業
資
本
の
発
展
が
工
場
用
炭
と
し
て
の
輸
入
炭
の
需
用

を
増
大
せ
し

め
る
第
二
の
要
因
で
あ
っ
た
。
第

5
表
は
日
露
戦
争
前
後
期

の
清
国

第5表 新式工場設立年別及地方別'

種

類

生

糸

紡
績
織
布

製

粉

煉

瓦
及陶

器

巻

煙

草

精

米

電

燈

豆
粕
搾
油

石
鹸
蝋
燭

燐

寸

破

璃

建
築
土
木

機
械
製
鉄

雑

業

合
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に
お
け
る
新
設
諸
工
場
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
日
露
戦
後
に
お
け
る

産
業
資
本

の
顕
著
な
発
展
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
地
域
的
に
は
上

海
を
中
心
と
す
る
江
蘇
地
方
、
漢

口
を
中
心
と
す
る
中
清
地
方
に
集
中
し
て
お
り
、

マ
マ

勿

上
海
、
漢

口
は
清
国

「
工
業
ノ
総
涯
タ
ル
」
地
位
に
あ

っ
た
の
で
あ
り
、q

こ
の

こ
と
は
同
時
に
ま
た
、
工
場
用
炭
と
し

て
の
上
海
輸
入
炭
増
大
の
条
件
を
形
成
す

る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
e
の
小
蒸
気
船
と
船
舶
の
増

大
に
つ
い
て
は
三

一
年
三
月
の

「
小
蒸

気

船
内
河

航
行

規

則
」

の
公
布

が
小

蒸

気
船

の
需
要

を
増
大
さ
せ
、
ま
た
、

外
国
航
路
航
行
船
の
増
加
が
輸
入
石
炭

の
増
加
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ

っ
た
。

こ

れ
と
同
時
に
、
通
常
三
月
は
北
清
航
路
が
再
開
さ
れ
、
北
清
貿
易
の
拡
大
が
上
海

港

へ
船
舶

を
集
中
さ
せ
、
そ
れ
が
上
海

へ
の
輸
入
炭
を
増
加
さ
せ
る
要
因
と
も
な

つ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
五
の

一
般
人
民
需
用
の
増

加
に
つ
い
て
は
英
、
米
、
仏
、
日
の
居
留

地
の
拡
張
と
居
留
外
国
人
の
増
加
が

「
直
接
石
炭
需
要
額
ノ
増
加
ヲ
招
キ
、
消
費

高
ノ
増
加

ハ
勢

ヒ
石
炭
ノ
上

二
影
響
ヲ
及
ボ
シ
、
遂

二
昨
年
ノ
如
ク
其
他
二
、
三

ノ
原
因
ト
相
合

シ
拾
余
万
噸
ノ
輸
入
増

加
ヲ
生
ゼ
シ
ム
ル
二
至
」

っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
が
上
海
輸
入
炭
増
大

の
い
わ
ば
積
極
的
な
要
因
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、

同
じ
く
輸
入
高

を
増
大
せ
し
め
る
と
し

て
も
消
極
的
な
要
因
も
あ

っ
た
。
た
と
え

ば
、
わ
が
国
に
お
け
る
景
気
変
動
　
金

融
輻
迫
が
小
炭
坑
主
の
乱
売

を
も
た
ら
し
、

ま
た
、
小
資
本

の
石
炭
商
が
安
値
売
込

み
を
お
こ
な
う
た
め
に
門
司
そ
の
他
の
積

出
港
の
滞
荷
が
増
加
し
、
そ
れ
ら
上
海

輸
入
炭
の
増
大
を
も
た
ら
す
結
果
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
は
当
然
日
本
炭

の
値
崩
れ
を
お
こ
し
石
炭
相
場
を
下
落

せ
し
め
る
の
が
並日
通
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
英
国
サ
ウ
ス
ウ

エ
ー

ル
ズ
に
お
け
る
坑
夫
の
同
盟
罷
工

二
一=

年
四
月
)

に
よ

っ
て
カ
ー
ジ
フ
炭
の
輸
入
が
途
絶

(
=
=

年
五
月
)
す
る
な
ど
の
産
炭
地
に

お
け
る
諸
条
件
が
上
海
市
場
に
お
け
る
各
国
炭

の
動
向
を
左
右
す
る
要
因
と
も
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

こ
れ

ら

の
要
因

に
加
え
て
為
替
相
場

・
運
賃

相
場
の
下
落
が
上
海
輸
入
炭
、
従

っ
て
日
本
炭
輸
入
高
を
増
大
せ
し
め
る
原
因
と

も
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
逆
に
上
海
輸
入
炭
を
減
少
せ
し
め
る

マ
イ
ナ
ス
要
因
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
当
然
、
さ
き
の
促
進
要
因
の
裏
返
し

に
な
る
の
で
あ
る
が
、
明
治
三
二
年
五
月
二
四
日
付
上
海
総
領
事
館
報
告
は
そ
の

原
因
を
つ
ぎ
の
五
点
に
求
め
て
い
る
。
③

e
帝
国
主
義
列
強
間

の
武
力
衝
突
の

予
想
が
外
れ
た
こ
と
、
口
各
種
工
場
就
中
製
糸

・
紡
績
業

の
不
振
、
⇔
上
海

・
天

津
航
路
船
需
用
石
炭
の
減
却
、
五
酒

・
醤
油
製
造

の
途
絶
、
的
各
炭

山
の
掘
過
き
、

及
新
炭

山
採
堀
事
業
開
始
、

で
あ
る
。
こ
れ
は
三
二
年

一
～
五
月
に
お
け
る
上
海

石
炭
市
況
に
つ
い
て
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
三

一
年
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
前
年

来

の
ド
イ
ツ
軍
の
膠
州
湾
占
領
事
件
、
米
西
戦
争
、
旅
順

・
威
海
衛

の
開
放
、
北

京
政
変
が
発
生
し
、
各
国
艦
隊
が

「
種
々
ノ
手
段

ヲ
取
リ
テ
常

二
四
方

二
奔
走
駆

駿

セ
ル
ヲ
以
テ
石
炭
ノ
需
要
頓

二
増
加
シ
、
兼
テ
貯
蔵

セ
ル
英
炭
ノ
ミ

ニ
テ

ハ
到

底
需
用

二
応

ス
ル
能

ハ
サ
ル
ヨ
リ
本
邦
炭
ヲ
使
用
シ
始

メ
、
本
邦
商
人

ハ
此
機
投

ス
ヘ
シ
ト
ナ
シ
続
々
本
邦
炭
ヲ
当
地

二
運
送
シ
来
」

っ
た
た
め
に

「
本
邦
輸
入
石

炭
ヲ
シ
テ

一
躍
五
拾
余
万
噸
ノ
多
額

二
達
セ
シ
メ
、
前
古
未
見
ノ
隆
盛
ヲ
顕
出
」

し
た
の
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
三
二
年
に
入
り

「
各
石
炭
商

ハ
兼
テ
其
予
想

二
反

シ
、
支
那

ハ
到
底
欧
州
強
国
ト
戦
端

ヲ
開
ク
ノ
気
力
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ

ス
、
世
人
ノ

予
想
セ
ル
日
露
間
ノ
衝
突
モ
事
実
ト
ナ
リ
テ
顕

ハ
ル
・
模
様
ナ
ク
、
先
ツ
東
洋

ハ

当
分
平
和
ノ
地
歩

ヲ
保
持
ス
ル
ノ
姿
ナ
ル
ヲ
見
テ
取
リ
此
節

二
至
リ
弗
々
其
貯
蔵

石
炭
ヲ
売
放
チ
始

メ
」
た
た
め
に
、

「
昨
年
今
日
ノ
好
気
配

二
引
換

へ
在
荷
弥
力

上

二
蕎
ミ
、
殆

ン
ト
持
扱
方

二
困
シ
ミ
居
ル
ノ
有
様
、
昨
今

一
層
ノ
痛
苦
ヲ
感
シ

ツ

・
ア
ル
」
と
い
う
伏
況
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
が

「
本
年

(
=
=
一

年
ー
引
用
者
)
本
邦
炭
不
振
ノ
重
要
原
因
」
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

⇔
の
紡
績

・
製
糸
業

の
不
振
は

「各
種
工
場
中
最
モ
多
ク
石
炭
ヲ
需
用
ス
ル
ハ

固

ヨ
リ
紡
績
」
で
あ
り
、

「
此
紡
績
業
タ
ル
本
邦
炭
唯

一
ノ
佑
客
」
と
い
わ
れ
て

い
る
だ
け
に
、
日
本
炭

の
輸
入
に
と

っ
て
打
撃
と
な
る
も
の
で
あ

っ
た
。
製
糸
業



も
同
様
で
あ
り
、

「
如
此
製
糸
紡
績
既

二
不
振

二
陥
リ
、
本
邦
炭
ノ
需
用
少
シ
ク

減
衰
セ
ル
ト
之
ト
共

二
各
種

ノ
工
場
何

ツ
レ
モ
多
少

ノ
不
振
ヲ
免
レ
サ
リ
シ
ト
ニ

ョ
リ
、
絃

二
愈
本
邦
炭
ノ
停
滞

ヲ
甚

シ
カ
ラ
シ
メ
益
々
売
行
ノ
寛
慢
ヲ
増
進
セ
シ

メ
」
た
の
で
あ

っ
た
。

⇔
で
は
上
海

・
天
津
間

の
航
路
船
が
従
来
、
往
復
と
も
に
日
本
炭
を
積
込
ん
で

い
た
の
を
、

「
近
頃
本
航
路
船
ハ
往
航

二
ノ
ミ
本
邦
炭
ヲ
需
用
シ
、
復
航

ハ
専
ラ

開
平
炭
ヲ
積
込
」
む
よ
う
に
な

っ
た
た
め
に
、

「
目
下
該
航
路

二
需
要
ス
ル
本
邦

炭
総
額

ハ
従
来

二
比
シ
、
先

ツ
ニ
分

一
二
減
」
ず
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
五

の
酒

・
醤
油
製
造

の
途
絶

は

ゴ
従
来
、
此
等
製
造
場

二
使
用
セ
ル
石

炭

ハ
主
ト
シ
テ
其
供
給
ヲ
本
邦

二
仰
キ
、
就
中
、
本
邦
下
等
炭
ヲ
好
ン
テ
買
求

セ

シ
者
ナ

ル
カ
、
昨
今
力
此
等
製
造
家

ハ
何

レ
モ
収
支
相
償
ハ
サ
ル
ノ
結
果
、
不
得

己

一
時
製
造
ヲ
中
止
シ
、
今
後

ノ
成
行

ヲ
窺
居

ル
ノ
向
モ
ア
リ
テ
製
造
額

ノ
減
却

ト
共

二
本
邦
炭
ノ
需
用
ヲ
減

シ
、
就
中
、
下
等
炭
ノ
売
行

二
砂
ナ
カ
ラ
ヌ
困
難
ヲ

生

セ
シ
メ
タ
」
の
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て
は
三

一
年
中

に
清
国

「
採
炭
ノ
上

一二

大
進
捗
ヲ
来

シ
、
炭
脈
炭

坑

ノ
採
掘
シ
初

メ
シ
モ
ノ
十
数

二
下
ラ

ス
、
或

ハ
江
西
各
地

二
、
或

ハ
湖
南
、
湖

北
各
処

二
、
又

ハ
北
部
牛
荘
、
天
津
附
近

二
、
南
方
福
建
地
方

二
到
ル
処
新
炭
脈
、

新
炭
坑
発
見
ノ
聲

ヲ
聞
カ
サ
ル
ナ
ク
、
開
平

・
漢
口
炭
ノ
市
場

二
顕

ハ
レ
シ
モ
ノ

亦
砂
ナ
シ
ト
セ
ス
、
此
等
新
炭
山
採
掘
事
業
ノ
開
始
、
又
多
少
昨
今
本
邦
炭
停
滞

ヲ
来
ス
ノ
原
因
ナ
リ
ト
想

ハ
ル
」
と
い
わ
れ
て
い
る
如
く
豊
富
な
炭
礦

資
源
を
も

つ
清
国
の
国
内
炭
の
生
産

の
拡
大
は
日
本
炭
の
独
占
的
市
場
支
配
を
脅
や
か
す
も

の
で
あ

っ
為

こ
の
点
は
後
述
)
・

こ
の
ほ
か
清
国
内
に
お
け
る
景
気
変
動

・
金

融
逼
迫

(
そ
れ
は
主
と
し
て
農
産
物

の
不
作
や
、
米
価
騰
貴
に
起
因
す
る
も
の
で

あ

っ
た
)
に
よ
る
市
場
沈
静
、
海
関
税

率
の
変
化
、
通
行
税
な
ど
の
各
種

の
税
制

度
な
ど
が
上
海
輸
入
炭
高
を
規
定
し
て

い
た
。⑲

以
上
み
て
き
た
よ
う
な
複
雑
な
諸
条
件
の
か
ら
み
合
い
が
上
海
市
場

へ
の
輸
入

炭

の
動
回
を
決
定
す
る
要
因
と
な

っ
て
い
た
。
従

っ
て
、
か
か
る
上
海
石
炭
市
場

の
激
し
い
変
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
恒
常
的

・
安
定
的
な
石
炭
供
給

を
可
能

と
す
る

に
は
そ
の
独
占
的
支
配
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
で
に
明
治

一
〇
年
代
か
ら

上
海
市
場
に
進
出
し
、
日
本
帝
国
主
義
の
先
兵
と
し
て
の
役
割

を
担
い
つ
つ
あ
っ

た
当
該
時
期

の
物
産
に
し
て
は
じ
め
て
可
能
な
こ
と
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

2

競
争
炭
の
動
向

第
6
、
第

7
表
は
明
治
三
〇
年
五
～
六
月
、
三

一
年

=

～

一
二
月

の
各
々
二

ヵ
月
間

に
お
け
る
上
海
輸
入
炭
の
銘
柄
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
き
わ

め
て
多
様
な
炭
種
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
多
く
は
日
本
炭
で

占
め
ら
れ
て
い
る
。
上
海
市
場

に
お
け
る
日
本
炭
の
競
争
炭
に
は
英
国
炭

(
カ
ー

ジ
フ
炭
)
、
豪
州
炭
と
、
開
平
炭
、
湖
北
炭
、
湖
南
炭
な
ど

の
清
国
炭
が
あ
り
、

日
露
戦
後

に
は
撫
順
炭
、

山
東
炭
、
茸

郷
炭
、
印
度
炭
な
ど
が
新
た
に
加
わ
る
こ

と
に
な
る
。
以
下
、
上
海
市
場
に
お
け
る
日
本
炭
の
競
争
炭
の
主
要
な
も
の
に
つ

い
て
み
て
お
こ
う
。

英
国
炭
ゆ
ヵ
ー
ジ
フ
炭
で
炭
質
が
よ
く
、

「
品
質
上
等

二
過
ギ
支
那
人
ノ
生
活
程

度
に
合
頴

わ

な
い
と

い
う

市
場
条
件

に
規
定

さ
れ

て
、
「
軍
艦
用
若

シ
ク
ハ

欧
州
航
路
ノ
汽
船
ノ
ミ
ニ
用
し

い
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
理
由
は

「
英
炭
ト
日
本
炭

ト
ノ
優
劣

ハ
殆
ン
ト
ニ
ト

一
ノ
比

二
シ
テ
本
邦
炭
百
噸
ヲ
要
ス
ル
航
路
ヲ
英
炭
五

十
噸

ニ
テ
足
リ
、
固

ヨ
リ
英
炭
、
日
本
炭
ノ
間

二
価
格
ノ
差
違
ア
リ
テ
目
下

ノ
相

場
本
邦
炭

ハ
英
炭
ノ
二
分

一
二
モ
及

ハ
サ
ル
ノ
状
ナ
ル
モ
、
軍
艦
其
他
欧
州
航
路

ノ
如
キ
長
航
路

二
ア
リ
テ
ハ
専
ラ
少
量

ニ
シ
テ
効
力
多
キ
英
炭
ヲ
使
用
シ
、
勉
メ

テ
貨
物
ノ
多

カ
ラ
ン
事
ヲ
計
リ
、
石
炭
価
格
ノ
廉
不
廉

ヨ
リ

ハ
寧

ロ
此
点

二
於

テ

リ

却
テ
利
益
ヲ
占
メ
ン
ト

ス
ル
」
O

と
こ
ろ
に
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
英
国
炭
は
炭

質
が
よ
く
、
従

っ
て
炭
価
も
高
く
、
そ
の
経
済
性
か
ら
い

っ
て
も
工
場
用
、

一
般

地
売
、
小
蒸
気
船
用
に
は
向
か
ず
、
軍
艦
用
と
遠
洋
航
路
の
船
舶
焚
料
炭
に
需
要

が
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。



第6表 上海輸入炭種別 比較(明 治30年5～6月)

到 着 日

明 治50年5月6日

5.7

5.9

〃

5・12

〃

5.15

5.14

〃

5.15

5.16

5.20

5.21

〃

5。22

〃

5.23

〃

〃

種 類

雑種日本炭

福 母 炭

雑種日本炭
〃

唐 津 炭

ケ ペ オ 炭

唐 津 塊 炭

三 池 炭

雑種 日本炭

〃

開平塊 炭

雑種日本炭

長崎屑 炭

長崎塊 炭

長 崎 炭

三 池 炭

門 司 炭

門司塊 炭

門司屑 炭

噸 数

2,262

978

650

800

962

1.500

2,400

2,022

1DOO

962

1,100

1,100

1,557

259

1,228

1.060

1.460

659

990

到 着 日

5.24

5.28

5。29

〃

5・50

5.51

6.1

6.2

〃

6.5

〃

6.4

〃

6.5

6.6

6・11

6・14

〃

6.15

種 類

三 池 炭

福 母 炭

開 平 塊 炭

日 本 雑 炭

ケ ベ オ 炭

開 平 塊 炭

唐 津 炭

キ リゴミ炭

長 崎 炭

雑種 日本炭

福 母 炭

田 川 屑 炭

鯰田屑 炭

三 池 炭

長 崎 炭

田 川 屑 炭

開 平 雑 炭

長 崎 炭

〃

噸 数

1,202

1,024

700

1,000

840

1,100

1,924

2,085

700

1,894

858

880

1,405

1,741

1,010

1.750

1,100

1.100

1,050

到 着 日

6.15

6.16

〃

6.17

6.18

〃

6・20

〃

6.25

〃

6.24

〃

〃

6.26

6。27

6・28

6.50

種 類

門 司 炭

開 平 炭

長 崎 炭

日本雑 炭

開 平 炭

開平雑 炭

三池切込炭

日本雑 炭

開 平 炭

日本雑 炭

大ノ浦 炭

長 崎 炭

唐 津 炭

日本雑 炭

開 平粉 炭

日本雑 炭

三 池 炭

合 計
一 日平 均

噸 数

1,750

250

1.224

1,657

900

ZOOO

1,092

1,450

2,000

1,750

1,700

1,104

1.459

555

1,000

2.225

1,250

69,578

1,952

出典:『 通商彙纂 』第69号 、第70号 、第71号 よ り作成

1)雑 種 日本炭 と日本雑炭は同一内容 を示すと思われ るがそのまま とした。

第7表 上海輸入炭種別比較(明 治31年11月 ～12月)

到 着 日

明治31年11月12日

〃

11.15

11.15

〃

〃

11.17

11.18

11.22

11。24

〃

11.25

〃

11.27

12.1

〃

〃

種 類

絵 田 炭

本邦雑 炭

三池粉 炭

〃

〃

三 池 炭

総 田 炭

開平炭大塊

本邦雑 炭

三池粉 炭

門 司 炭

門司炭大塊

本邦雑 炭

開平炭大塊

本邦雑 炭

〃

〃

噸 数

1,200

1,139

2,081

1.752

871

432

1,060

900

2,260

1,870

1,580

1,766

1,140

670

2,520

700

890

到 着 日

12.1

12.4

12.5

〃

12.6

〃

12.9

12.11

〃

〃

12.17

〃

12.18

〃

12.49

〃

12.20

種 類

門 司 炭

本邦雑 炭
〃

馳繍農

本邦雑 炭
三鵯嶽

総 田 炭

本邦雑 炭
〃

唐津塊 炭

唐津粉 炭
三池屑 炭

市村塊 炭

本邦雑 炭

門 司 炭

本邦雑 炭

噸 数
700

1,221

1,650

1,200

1,940

852

1,800

1,291

2,107

670

902

442

1,681

557

1,071

1,100

1,051

到 着 日

12.20

〃

〃

12.21

〃

〃

12.22

〃

12.23

12.27

12.28

12.29

〃

〃

12.31

種 類

本邦雑 炭

三池粉 炭

三池炭大塊

本邦雑 炭

鯰田塊・粉炭

本邦雑 炭

市村塊 炭

※

本邦雑 炭

〃

〃

〃

〃

門 司 炭

本邦雑 炭

合 計
一 日 平 均

噸 数

1,100

860

1,140

2,185

1,285

1,600

1、620

490

1,490

854

1.949

1,588

2,045

1,738

り,807

64,135

2,466

出典:『 通 商彙 纂 』 第120号 、 第121号 、第123号 よ り作 成。

1)※ は炭種 不 明
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従

っ
て
、

「
英
国
炭

ハ
軍
艦
用
ト
シ
テ
或
ル

一
部

二
貯
蔵

セ
ラ
ル
・
ノ
外
、
会

の

テ
市
場

二
顕

ハ
レ
ザ

ル
」
O

と
い
う
状
況
に
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
輸
入
高
は

一

九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て

の
東

ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
帝
国
主
義
列
強
間

の
軍
事
的

・
政
治
的
諸
事
件
に
も

っ
と
も
強
く
影
響
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
米
西
戦
争
の
勃
発
し
た
明
治

三

一
年
四
月
の
上
毎
市
場
に
お
い
て
、
英

国
炭
は

「
其
最

モ
好
況
ヲ
極
メ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
殊

二
露
国

ハ

一
朝
事
ア
ル
時

ハ

英
炭

ヲ
望
ミ
取
ル
難
キ
カ
故

二
盛

二
買
進
ミ
、
英
モ
亦
前
々
ヨ
リ
東
洋
ノ
英
炭
ヲ

買
占

メ
テ
不
時

二
備

ヘ
ン
ト
シ
、
為

メ

二
香
港

二
於
テ
ハ
非
常
ノ
高
直

二
シ
テ
、

一
噸
四
十
弗

ニ
テ
手
合

セ
ア
リ
タ
ル
趣

ナ
リ
、
故

二
当
地
二
於
テ
モ
昨
今
英
炭
ノ

需
用
ア
レ
匿
、

一
噸

二
テ
モ
容
易

二
得

ラ
レ
ズ
相
場
モ
強
気

ニ
テ
、
市
場
取
組
相

場

ハ

一
噸
二
十
六
両

ノ
高
直
ヲ
唱
フ
ル

ニ
至
レ
リ
」
O

と
い
う
好
況
を
示
し
て
い

る

の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

一
方
需
要
先
が
か
か
る
も
の
だ
け
に
平
時
に
お
い
て
は

「
元

来
本
炭

ハ
当
地

二
於
ケ
ル
需
用
ノ
区
域
甚
タ
狭
少

ニ
シ
テ
其
ノ
額
亦
鮮
少
ナ
ル
モ

ノ
ナ
レ
ハ
、
其
ノ
炭
況

二
ハ
変
化
極
メ
テ
少
ナ
ク
毫

モ
記
ス
ヘ
キ

コ
ト
ヲ
認
メ
ス
、

本
年

(
明
治
三
五
年
-
引
用
者
)
初
旬

以
降
九
月
末

日
二
至
ル
本
炭
ノ
輸
入
高

ハ

約

一
万
五
千
噸

二
シ
テ
格
別
ノ
増
減
ヲ
認
ム
ル
能

ハ
ス
」
⑳

「
目
下
ノ
相
場

ハ
倉

渡

一
噸

二
付
十
八
両

ニ
シ
テ
、
本
年

(
明
治
三
六
年
)

一
月
以
後
変
化
ナ
ク

一
定

ノ
相
場

ヲ
維
持
シ
居

レ
リ
、
本
年
ノ
商
況

ハ
三
月
上
旬

二
極
少
量
ノ
取
引
ア
リ
タ

ル
ノ
ミ

ニ
シ
テ
他

二
記

ス
ヘ
キ

コ
ト
ナ
シ
、
目
今
ノ
在
荷

ハ
約

一
万
二
千
噸
ヲ
貯

蔵
セ
リ
ト
聞
ク
⑫
」
と
い
う
こ
と
に
も

な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
上
海
市

場
に
お
け
る
英
国
炭
の
動
向
は
日
露
戦
後
に
お
い
て
も
基
本
的
に
変
化
せ
ず
、
日

本
炭
、
清
国
炭
に
比
べ
る
と
停
滞
化
傾
向
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

豪
州
炭

明
治
三
〇
年

一
〇
月

の
三
井
物
産
石
炭
諮
問
会
議
に
お
い
て
、

「
ニ
ュ

ー
カ
ッ
ス
ル
粉
炭

ハ
既

二
上
海
ノ
工
場

二
入
リ
始
メ
タ
リ
、
是
レ
我
石
炭
ノ
功
敵

手
ナ
ル
」
②

と
報
告
さ
れ
て
い
た
豪
州
炭
の
動
向
に
つ
い
て
つ
ぎ
に
み
て
お
こ
う
・

上
海
市
場
に
お
け
る
豪
州
炭
輸
入
高
は
右
の
物
産
石
炭
諮
問
会
議

の
予
想

に
も
か

か
わ
ら
ず
、
当
該
時
期

を
通
じ
て
そ
れ
ほ
ど
の
伸
び
を
示
し
て
い
な
い
。
た
と
え

ば
、
明
治
三
六
年
三
月
の
上
海
領
事
館
報
告
は
シ
ド

ニ
ー
炭

の
市
況
に
つ
い
て

「
去
月

(明
治
三
六
年
二
月
)
中
旬
頃
約
千
九
百
噸
ノ
入
津
ア
リ
、
当
時
市
況
大

二
引
立
来
リ
可
ナ
リ
ノ
取
組
ヲ
見
タ
ル
モ
、
其
後
昨
今

二
至

ル
商
況
ハ
頗

ル
沈
滞

ノ
状
ヲ
呈
シ
、
取
引
殆
ン
ト
杜
絶
シ
テ
市
場
閑
散

ノ
有
様
ナ
リ
ト

ス
」
⑮
と
の
べ

て
お
り
、
い
ま
だ
、
豪
州
炭
は
上
海
市
場
に
お
い
て
充
分
展
開
す
る
に
至

っ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
炭
価
が
高
い
こ
と

(
右

の
報
告
時
に
お
け
る
倉
庫

渡
相
場
は
噸
当
り

一
二
両
)
に
も
よ
る
が
、
当
該
時
期
の
豪
州
炭

の
輸
出
市
場

の

中
心
が
新
嘉
披
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
に
主
と
し
て
起
因
し
て
い
た
の
で
あ
る
。②

開
平
炭

当
該
時
期
の
上
海
市
場
に
お
け
る
日
本
炭
の
最
も
強
力
な
競
争
炭
は
清

国
炭
で
あ

っ
た
が
、
日
露
戦
前
に
お
い
て
は
日
本
炭
の
独
占
的
市
場
支
配
と
清
国

石
炭
産
業

そ
の
も
の
の
未
発
達
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
だ
十
分
な
展
開

を
み
る
に
至

つ
て
い
な
か

っ
た
。@

し
か
し
な
が
ら
開
平
炭
、
撫
順
炭
、
山
東
炭

什坪
郷
炭
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
清
国
炭
は
炭
質

に
お
い
て
日
本
炭
に
劣

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
従

っ
て
日
露
戦
後
に
急
速

に
発
展
す
る
清
国
石
炭
産
業
の
動
向
に
よ

っ
て
は

日
本
炭
の
独
占
的
支
配
を
お
び
や
か
す

「
好
敵
」
と
な
り
う
る
も
の
で
あ

っ
た
。

明
治
四

一
年
の

一
資
料
は
こ
の
よ
う
な
清
国
石
炭
産
業

の
動
同
に
つ
い
て
つ
ぎ
の

よ
う
に
の
べ
て
い
る
。⑳

支
那

ハ
元
来
石
炭

二
富
ミ
十
八
省
中
殆
ド
之
ヲ
産
出

セ
ザ
ル
ノ
地
ヲ
見
ズ
、
現

時
我
邦
ハ
東
洋

二
於
ケ

ル
石
炭

ノ
最
大
産
地
ナ
リ
ト
称
ス
ト
錐
モ
、
九
州

ノ
最

大
炭
田
タ
ル
三
池
炭
坑
ノ
如
キ
モ
其
区
域
僅

一=
二
千
余
町
歩

二
過
ギ
ズ
、
又
北

海
道
ノ
最
大
炭
田
ナ
ル
石
狩
ノ
如
キ
モ
其
鉱
区
南
北
二
千
余
町

二
上
ラ
ズ
ト
云

フ
、
之

二
反
シ
テ
支
那
炭
田
ノ
広
大
ナ
ル
実

二
驚
ク
可
キ
モ
ノ
ア
リ
、
即
チ
山

東
省
訴
州

ノ
炭
田

ハ
其
面
積
二
百
六
十
万
里

ニ
シ
テ
、
山
西
省
ノ
西
部

ニ
ハ
一

万
三
千
五
百
方
里
ノ
無
姻
炭
田
ア
リ
、
其
東
部

ニ
ハ
亦
梢
ヤ
之
ト
匹
敵

ス
可
キ

泥
炭
田
ア
リ
、
湖
南
省
ノ
東
部

ニ
ハ
二
千
七
百
七
十
万
哩
ノ
石
炭
礦

ア
リ
、
四

川
省
ノ
中
央
部
及
北
部

ニ
モ
亦
数
多

ノ
炭
脈
ア
リ
、
直
隷
省
開
平
炭
鉱
、
安
徽

一
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一



省
宣
城
炭
田
モ
盛

二
採
炭
セ
ラ
レ
満
州

二
於
テ
モ
既

二
開
掘
ヲ
見
、
又
将
来

二

開
掘
セ
ラ
レ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
数
ケ
所

ア
リ
、
其
他
各
省

二
存
在
ス
ル
大
小
炭
田

ハ
一
々
枚
挙

二
邊
ア
ラ
ズ
、
而
シ
テ
此
等
無
尽
蔵
ナ
ル
炭
鉱

ハ
支
那
人
或

ハ
爾

後
外
人
ノ
手

ニ
ョ
リ
続
々
開
掘
ノ
地
歩
ヲ
進
メ
、
又
炭
坑
鉄
道
等

ノ
便
開
ク
ル

ニ
至
ラ
バ
忽

二
シ
テ
我
石
炭
ノ
支
那

二
於
ケ

ル
輸
入
ヲ
杜
絶
ス
ル
ニ
至
ル
可
キ

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
尚
ホ
余
剰
ア
ル
二
至
ラ
バ
、
支
那

ハ
尚
ホ
海
外

ニ
モ
輸
出
ス
ル

二
至

ル
可
ク
延
イ
テ
我
炭
業
界

二
大
影
響
ヲ
及
ボ

ス
可
キ

ハ
明
カ
ナ
リ
、
是
レ

豫
メ
覚
悟

ヲ
要
ス
ベ
キ
ノ
事
ナ
リ
ト

ス

清
国
炭
は
開
発
が
進

み
運
搬
手
段
の
発
達
に
よ

っ
て
は
日
本
炭
を
駆
逐
す
る
競

争
力
を
も

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
開
平
炭
の
動
向
か
ら
み
て
お
こ
う
。
明
治
三
〇
年
九
月

一
〇
日
～

二
二

日
の

=
二
日
間

に
お
い
て
開
平
炭
は
六
、
八
七
〇
ト
ン
の
輸
入
を
み
て
お
り
、
炭

種
別
で
は
最
高
を
示
し
て
い
た
が

(第

二
位
門
司
炭
三
、
五
三
〇
、
第
三
位
三
池

炭
三
、
三
五
二
ト
ン
②
)
、
日
露
戦
争
以
前
の
上
海
市
場
に
お
け
る
開
平
炭
は

「
日
本
炭

二
比

シ
煤
煙
少
ナ
ク
、
其
価

モ
三
池
塊
炭

二
比
シ
テ

一
弗
ノ
安
値
ナ
リ
、

故

二
日
本
炭
ノ
其
影
響
ヲ
受
ク
ル
多
キ

ノ
観
ナ
キ

ニ
ア
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
該
炭

ハ
日

本
炭

二
比
シ
テ
火
力
弱
ク
船
舶
機
械

二
専
用
ス
ル
ヲ
得
ズ
、
只
僅

二
日
本
炭
ヲ
混

用
シ
テ
之
ガ
欠
ヲ
補

フ
、
而
シ
テ
招
商
局
ノ
如
キ

ハ
自
己
所
有
ノ
船
舶
ヲ
派
シ
テ

発
掘
地
ヨ
リ
直
送

ス
ル
ヲ
以
テ
、
自
然
廉
価
ナ
ル
ガ
故

二
重

二
開
平
炭
ヲ
使
用
シ

来

レ
ル
モ
、
未
タ
日
本
炭
ト
競
争

ス
ル
ノ
度

二
至
ラ
ズ
⑱
」
と
い
う
状
況
で
あ

っ

た
。
し
か
し
す
で
に
明
治
三
ト
年
に
は
漢
口
に
牛
荘
、
天
津
を
経
由
し
て

一
〇
万

ト
ン
の
輸
入
を
み
て
お
り
、
②

北
清

地
方
の
み
な
ら
ず
南
清
市
場

へ
の
進
出

の

機
を
う
か
が

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

開
平
炭
坑
は
北
清
事
変

の
結
果
、
英
国
が
清
国
政
府
よ
り
取
得
し
た
も

の
で
明

治
三
四
年
に
は
英
国

の
株
式
会
社

と
な
り
、
英
国
と
ベ
ル
ギ
ー
の
資
本
家
の
シ
ン

ジ
ケ
ー
ト
に
よ
り
経
営
さ
れ
て
お
り
積
入
地
を
太
沽
か
ら
秦
皇
島
に
移
し
て
船
積

を
容
易
に
す
る
と
と
も
に
桟
橋
等

の
設
備
を
整
え
、
年
産
二
〇
〇
万
ト
ン
の
出
炭

計
画
を
建
て
、
日
本
炭

の

「
大
競
争
者
」
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
⑳
。

明
治
四
〇
年
七
月
の
物
産
支
店
長
諮
問
会
議
に
お
い
て
安
川
雄
之
助
天
津
支
店
長

は

「
天
津
市
場

二
於
テ
開
平
炭
ト
競
争

ス
ル
コ
ト

ハ
殆
ト
不
能

二
属

ス
ル
ナ
リ
」

「
此
方
面

二
於
ケ
ル
日
本
炭

ハ
開
平
炭
本
拠

二
近
キ
為
メ
到
底
競
争
出
来
」
な
い

と
北
清
地
方
で
は
開
平
炭
と
の
競
争
の
困
難

に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
開
平
炭
の
状
況
に
つ
い
て

「
従
来
、

一
ケ
年
八
十
万
噸
乃
至
九
十
万

噸
ノ
出
炭
ナ
リ
シ
モ
ノ
モ
、
必
ス
百
五
六
十
万
噸
位
迄

ハ
出
炭

ス
ル
ニ
至
ラ
ン
、

而

シ
テ
此

ノ
増

加

シ
タ
ル
高

ハ
上
海
或

ハ
南
清

二
輸
出
シ
此
地
方
ノ
需
要

二
対

シ
テ
供
給

ヲ
試

ミ
ル
コ
ト
ナ
ル
ヘ
シ
、
此
ノ
如
ク
開
平
炭
ノ
将
来

ハ
益
々
発
達
ヲ

見

ル
ニ
至

ル
ヘ
ク

(中
略
)
、
我
社

ノ
商
売

ト
シ
テ
此
坊
面

二
石
炭
ヲ
売
込

ム
コ

ト
ハ
先
ツ
絶
望
ト
見
ル
ノ
外
ナ
シ
」
と
の
べ
て
い
る
が
O
、
日
露
戦
後
の
天
津
を

中
心
と
す
る
北
清
地
方
に
お
い
て
は
開
平
炭
の
支
配
力
が
強
ま

っ
て
い
る
こ
と
を

よ
く
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
開
平
炭
は
北
清
地
方
に
お
も
に
売
捌
か
れ
て
い
た
が
、
日
露
戦
争

前
期
に
お
い
て
も
す
で
に
上
海
市
場
に
進
出
し
て
お
り

(第
8
表
)
明
治
三
七
年

第8表 上海輸入開平炭

価 額輸入噸数年 次

418.710

591.914

355,466

57,884

196,969

69,785

65,519

58.911

9,188

28,966

明.30

51

52

53

54

出典:『 通商彙 纂 』 改第57号

42AO-一 ジ。

1)価 額単 位 は 海 関両 。
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に

は
辺

万
六

千

ト

ン
、

三

八

年

上

季

に

は

二
万

八

千

ト

ン

が
上

海

に
輸

入

さ

れ

て

い

た
@

。

三
九

年

の
報

告

で
は

一
ケ

年
六

万

五

千

～

九

万

ト

ン
が

輸

入

さ

れ

る

と

の

べ
ら

れ

て

い

る

が
、
価

四

一
年

の
報

告

で
は

一
ケ

年
生

産

高

=
二
〇

万

ト

ン

の

う

ち

一
〇
～

一
二

万

ト

ン
が

輸

入

さ
れ

て

お
り

、

「
此

炭

坑

ハ
相

当

二
純

益

モ

ア

ル
由

ニ
テ
大

二
拡

張

ノ
計

画

モ
為

シ

ツ

・
ア

レ

ハ
、

将

来

ハ
日
本

炭

ノ
競

争

炭

ト

シ

テ
注

意

セ

サ

ル

ヘ
カ

ラ

サ

ル

モ

ノ

ナ

ル

ヘ
シ
」

と
さ

れ

て

い

る
・

③

こ

の

よ

う

に

開

平
炭

は

「
其

炭

質

ハ
可

ナ

リ

良

ク

一
度

焚
慣

ル

レ

ハ
他

種

炭

ハ

使
用
セ
ラ
レ
ス
㈲
」
と
い
わ
れ
、
そ
の
炭
箆

お
い
て
も
十
分
日
本
炭
と
対
抗
し

う
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
市
場
も
北
清
地
方
の
み
な
ら
ず
上
海
以
南
の
中

・
南
清

地
方
に
拡
大
さ
れ
る
傾
向
に
あ

っ
た
。
そ
の
原
因
は
北
清
地
方
に
お
け
る
開
平
炭

と
撫
順
炭
の
競
争
に
あ

っ
た
。
明
治
四

一
年
九
月

の
物
産
第
五
回
石
炭
協
議
会
の

席
上
、
上
海
支
店
の
江
原
吉
之
助
は

「
上
海

二
就
テ

一
ツ
申
上
ゲ
タ
イ
ノ

ハ
ヵ
イ

ピ
ン
炭

ハ
非
常
ナ
勢
デ
膨
脹
シ
テ
輸
入
ヲ
増
加
シ
ツ
・
ア
ル
、

一
ツ
ハ
北
清

二
於

ケ
ル
撫
順
炭
ノ
圧
迫

カ
ラ
競
争
シ
タ
結

果
己
ム
ヲ
得
ズ
南
清
、
芝
　
、
上
海

二
販

路
ヲ
求
メ
子
バ
ナ
ラ
ヌ
事

二
成

ッ
タ
ノ
デ
其
方
針

二
向
ッ
テ
進
ミ
ツ

・
ア
ル
ト
思

フ
、
提

レ
ナ
ド

ハ
来
年
度
ノ
我
々
ノ
大

・
契
約

二
対

シ
テ
非
常
ナ
妨
ゲ

ニ
ナ
ル
ト

思

フ
価
」
と
そ
の
伏
況
を
報
告
し
て
お
り
、
開
平
炭

の
上
海
市
場
進
出
に
よ
る
日

本
炭
と
の
競
争
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
な
り

つ
つ
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
四

三
年
発
行
さ
れ
た

一
資
料
は
こ
の
よ
う
な
開
平
炭

の
動
向
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ

て
い
る
・
㈱

開
平
炭

ノ
窮
状

(撫
順
炭

二
圧
迫

セ
ラ
ル
)

両
者
の
勢
力
範
囲

開
平
炭
坑

ハ
北

清
事
変
ノ
際
外
国
人
ガ
支
那
政
府
ヨ
リ
取

得
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
爾
来
英
白
両
国
資
本
家
ノ
シ
ン
ヂ
ケ
ー
ト
ノ
手

二
テ

一
株
拾
円
、
株
数
百
万
株
、
資
本
金
壱
千
万
円
ヲ
以
テ
事
業
ヲ
経
営
セ
ル
ガ
、

炭
質
艮
好

ニ
シ
テ
日
本
九
州
炭
ノ
中
以
上

二
匹
敵

シ
採
掘
高
モ

一
日
三
千
五
六

百
噸

二
達

ス
レ
パ
、
其
ノ
勢
力

ハ
仲

々
侮
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ァ
リ
、
サ
レ
パ

撫
順
炭
ノ
現
出
前

ハ
北
清
地
方

ハ
申

ス
ニ
及
バ
ズ
南
清
方
面
二
於
テ
モ
其

ノ
売

行

盛

ニ

シ

テ

一
時

独

舞

台

ノ
観

ア

リ

シ

モ
、

南

清

地

方

ハ
其

後

九

州

炭

ノ
範

囲

ト

ナ

リ
先

ヅ

此

方

面

二
於

テ

一
大
打

撃

ヲ
蒙

リ

タ

ル
開

平

炭

ハ
更

二
撫

順

炭

ノ

競

争

二
遭

フ

テ
北

清

地

方

二
於

テ

モ
亦

少

カ

ラ

ザ

ル
影

響

ヲ
蒙

ム

ル

二
至

レ
リ
、

之

二
反

シ

撫

順

炭

ハ
満
州

ノ

需

要

ヲ
充

シ

タ

ル
余

力

ヲ
以

テ
北

清

及

ビ
南

清

方

面

ニ

モ
突

貫

ヲ
試

ミ

ツ

・
ア

ル
上

二
撫

順

炭

ハ
三
井

物

産
会

社

ニ
テ

取

次

販
売

二
従

事

シ

ツ

・
ア

レ

バ

、

販
売

上

九

州

炭

二
圧

倒

セ
ラ

ル

・
虞

ナ

ク

シ

テ

遺
憾

ナ

ク

其

ノ
繊

足

ヲ
展

ハ
ス
ノ

便

宜

ヲ
有

ス

ル

モ

ノ

ア
リ

。

両

者

ノ
接

触

点

両

者

ノ
競

争

漸

次

激

甚

ヲ
極

ム

ル

二
至

ル
ベ

キ

ハ
以

上

ノ
事

実

二
徴

シ

テ

明

カ

ナ

ル
ガ

、

其

ノ
競

争

ノ

最

モ
劇

烈

ヲ
極

ム

ル

ハ
云

フ
迄

モ
ナ

ク
当

天

津

ナ

リ
、

天

津

ニ

ハ
各

方

面

ヨ
リ
多

量

ノ
石

炭

入

リ

込

ミ

其

ノ

高

ハ
年

々
百

二
十

万
噸

ヲ
下

ラ

ズ

、

其

内

ニ

テ
開

平

炭

ハ
半

数

以
上

ヲ

占

メ
、

云

ハ
バ

天

津

ハ
開

平

炭

ノ
勢

力

範

囲

タ

リ

シ

ニ
、

撫

順

炭

ガ
些

少

ナ

ガ

ラ

モ
漸

次

同

地

二
入

込

ミ
来

レ

ル
為

メ
多

大

ノ
不

利

ナ

ル
影

響

ヲ
蒙

ル

ニ
至

リ

シ

ハ
是
非

モ

ナ

シ
、

殊

二
撫

順
炭

ノ
採

掘

高

ハ
現

在

一
日

平

均

二
千

噸

二
過

ギ

ザ

ル

モ
、

二

年

後

二
東

郷
、

大

山

ノ

ニ
坑

ヨ
リ
発

掘

ス

ル

二
至

ラ

バ
、

其

ノ
産
額

ハ
現

在

二
倍

荏

ス

ベ
ク

左

ス

レ

バ
開

平

炭

ノ
蒙

ム

ル
不

利

益

甚

シ

カ

ル

ベ
ク

、

一
方

九

州

炭

ノ
南

清

二
於

ケ

ル
勢

力

日

二
加

ハ
ル
上

二
、

北

清

二
於

ケ

ル
撫

順

炭

ノ
勢

力

モ

亦

上

述

ノ
如

ク
、

殊

二
撫

順

炭

ト

三

井

、

及

ビ

三
井

ト

九

州

炭

ノ
関

係

モ
特

別

ノ
地

位

二
立

テ

ル
ガ

故

二
、

開

平

炭

ノ
地

位

ハ
今

ヤ

将

二
孤

城

落

日

ノ
観

ア
リ

ト
云

フ

ベ

シ
、

左

レ

パ
開

平

炭

ハ
今

日

ヨ
リ

シ

テ

二
年

後

ノ

大
競

争

二
向

テ
相

当

ノ
準

備

ヲ
怠

ラ

ザ

ル

ハ
当

然

ノ
事

ニ
シ

テ
、

先

年

東

新

松

昌
洋

行

(
山
本

唯

三
郎

氏

ノ
経

営

二
係

ル
)

ヲ

一
手

販
売

者

ト

シ

テ
我

国

ニ

モ
販

路

ヲ
拡

張

ス

ル

ノ
計

画

ヲ

立

テ

タ
リ

ト

云

フ

清

国

市

場

に

お

け
る

開

平

炭

の
地

位

が
撫

順

炭

、

九

州

炭

の
進

出

.
拡

大

に

よ

っ
て

圧

迫

さ

れ

て

い

る
伏

況

が

よ

く

示

さ

れ

て

い

る

が

、

こ

こ

で

注
目

さ

れ

る

の

は

か

か
る

開

平

炭

の
駆

逐

が

撫

順

炭

と
九

州

炭

と

の
関

係

に

お

い

て

「
特

別

ノ
地

位

二
立

」

っ
て

い

た
物

産

の
動

向

と
深

く

か

か
わ

っ
て

い

る

こ

と

で

あ

る
。

こ
う
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し
て
日
露
戦
後
の
開
平
炭
は
北
清
地
方
に
お
い
て
日
本
炭
、
撫
順
炭
に
圧
迫
さ
れ

る
と
と
も
に
、
中

・
南
清
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
市
場
へ
販
路
を
拡
大
す
る
意
向
を

示
し
、
わ
が
国

へ
の
輸
出
高
も
増
大
し
て
い
く

(第

9
表
)
。
そ
し
て
そ
の
出
炭

高
も
大
正
二
年
に
は
二
〇
二
万
余
ト

ン
に
達
し

(第

10
表
)
、
急
速
な
発
展

を
と

げ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

撫
順
炭

撫
順
炭
礦

は
明
治
四
〇
年
四
月

の
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
に
そ
の
経

営
が
移
る
と
と
も
に
、
明
治
四
〇
～
五
年
度
に
か
け
て
開
発
計
画
が
実
施
さ
れ
、

本
格
的
な
採
炭
に
入

っ
た
。
そ
の
結
果
、
四
〇
年
度

に
は
二
三
三
、
三
二
九
ト
ン
、

四

一
年
度

に
は
四
九
〇
、
七
六

一
ト

ン
、
四
二
年
度

に
は
六
九
三
、
二
二
六
ト
ン
、

四
三
年
度
に
は
八
九
九
、

一
九
二
ト

ン
、
四
四
年
度

に
は

噌
、
三
二
四
、
五
二
〇

ト
ン
、
四
五
年
度
に
は

一
、
四
七

一
、

一
二
七
ト
ン
と
急
速
に
そ
の
出
炭
量

を
増

加
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
撫
順
炭
の
海
外
輸
出
市
場
は

「
南
洋

南
支

北

支
等
殆
ん
ど
東
洋
各
地
に
普
及
し
、
明
治
四
十

一
年
度
始

め
て
香
港

・
上
海

.
広

東

・
芝
　
そ
の
他
に
戸
万
噸
を
輸
出

し
て
以
来
年
々
増
加
し
、
同
四
十
三
年
度
は

二
三
万
噸
に
達
し
た

」
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
撫
順
炭
の
進
出
は
い
き
お
い

591,185

105,596

508.811

100

4,560

52,202

4,560

1,068.967

出典:三 井物産 株 式会 社 『支店 長会議 々事

録 』(大 正4年)物 産198/5
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中

国

市

場

に

お
け

る
他

種

炭

、

就

中
、

日

本

炭

と

の
競

争

を
激

化

さ

せ

る
も

の

で

あ

っ
た

。

明

治

三

九

年

四

月

の
物

産

の
石

炭

協

議

会

に

お

け

る
報

告

に
よ

れ
ば

、

撫

順

炭

は

埋

蔵

量

約

八

億

ト

ン

で
、

一
日

の
出

炭

量

は

一
千

ト

ン
、
採

掘

費

は
貨

車

乗

三

円

二
〇

銭

で

あ

っ
た

が

、

開

発

計

画

の
実

施

に
よ

り

一
日

三

千

ト

ン

の
出

炭

を

み
る

よ

う

に

な

れ
ば

「
貨

車

乗

ノ
原

価

非

常

二
割

安

二
テ
凡

ソ

一
円

五
、

六

十

銭

ニ
テ
採

掘

」

が

可
能

と

な

る

も

の

で

あ

っ
た
。

ま

た
、

コ

日

三
千

噸

ノ
出

炭

ア
リ

ト

セ

バ

一
ケ

年
約

四

十

万

噸

ノ
過

剰

ヲ
生

」

じ

、

「
左

ス
レ

バ

其

炭

ハ
何

処

力

二
輸

出

セ

ラ

ル

・
カ
、

或

ハ
内

地

二
使

用

セ
ラ

ル

・
カ
、

何

レ

ニ
セ

ヨ
多

少

日

本

炭

二
影

響

ヲ

来

ス
」

も

の

で

あ

っ
た
。

こ

こ

で

は

ま

だ
、

撫

順

炭

が

「
多

少

日

本

炭

二
影

響

ヲ

来

ス
」

も

の
と

し

て
し

か

位

置

づ

け
ら

れ

て

い

な

い

が

、

同

時

に

「
加

之

満
州

二
於

テ

ハ
石

炭

ノ

価
格

頗

ル
高

ク
平

和

ノ

時

二
於

テ

ス
ラ

遼

陽

、

奉

天
等

ニ
テ

十

円

乃

至

十

三

円

ナ

リ

シ
、

故

二
此

地

方

二
於

テ
販
売

シ

タ

ル
利

益

ヲ

以

テ
其

余

ノ
炭

ノ
販

売

方

二
流

用

セ
ラ

ル

レ

ハ
、

或

ル
場

合

二

ハ
非

常

二
安

直

段

二
テ
競

争

ス

ル

コ
ト

ヲ
得

ヘ
シ
」

と

の

べ
ら

れ

て

お

り

、

そ

の
潜

在

的

競

争

力

が

指

摘

さ

れ

て

い

る
。
伽
・
そ

の
結

果

、

翌

四

〇

年

七
月

の
物

産

の
支

店

長

諮

問
会

第9表 外国炭輸入高

(単 位:ト ン)

大正3年大正2年

178,095

60,157

554,510

7,016

4,385

開 平 炭

本渓湖 炭

撫 順 炭

煙 台 炭

山 東 炭

鴻 基 炭

英 炭

805,945計合

開平炭出炭高

(単 位:ト ン)

第10表

1914年1913年

187,000

178,000

258,000

247,000

298000

242,000

257,000

249,000

178.000

240,000

207,009

261,000

165,000

77,000

185,000

150,000

181,DOD

145,000

148.000

192,000

150,000

170,000

250,00G

215,000

1月

2

5

4

5

6

7

8

9

10

11

12

2,761,6952,026,480合 計

出典:『 支 店 長 会議 々 事 録 』(大 正4年)

物 産198/3.44～5ぺ 一 ジよ

り作 成。



議

で
は

つ
ぎ
の
よ
う
な
上
海
市
場
に
お
け
る
撫
順
炭
の
状
況
が
報
告
さ
れ
る
こ
と

D

に
な
る
。⑭

上
海
方
面

二
於
テ
日
本
炭

二
対
ス
ル
外
国
炭
ノ
競
争

ハ
、
先
ツ
開
平
炭

ハ
今
日

ノ
所
左
程
増
加
ヲ
見
ス
僅

二
一
ケ
年
三
、
四
万
噸
乃
至
五
、
六
万
噸
ヲ
極
度
ト

セ
ル
カ
、
蝕

二
大

二
考

ヘ
サ
ル
ヘ
カ
ラ

サ
ル
ハ
撫
順
炭

二
シ
テ
、
若
シ
此
炭
坑

力
愈
々
発
達
シ
来

ル
場
合

ニ
ハ
、
第

一
芝
　
、
天
津
、
牛
荘
等

モ
無
論
日
本
炭

ノ
販
路
中

ヨ
リ
奪

ハ
レ
サ
ル
ヘ
カ
ラ

ス
、
加

フ
ル
二
直
接
上
海
ノ
市
場

二
マ
テ

出
来
リ
、
即
チ
、
開
平
炭
、
撫
順
炭
ト

ニ
日
本
炭

ハ
圧
迫
セ
ラ
レ
頗
ル
激
烈
ナ

ル
競
争
ヲ
見

ル
二
至

ル
ヘ
シ
、
併
シ
、
撫
順
炭

ハ
何
時
頃
盛

二
産
出
ス
ル
二
至

ル
ヘ
キ
ヤ
不
明
ナ
レ
ト
、
早
晩
其
時
機

二
到
着

ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

こ
う
し
て
、
明
治
三
〇
年
代
に
は
い
ま
だ
採
掘
が
進
ま
ず
、
従

っ
て
中
国
市
場

へ
の
進
出
も
僅
か
で
あ

っ
た
撫
順
炭
は
四
〇
年
代
に
入
り
、
南
満
州
鉄
道
会
社

の

経
営
と
な
り
、
開
発
計
画
が
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
急
速
に
発
展
し
た
。
そ
の
結

果
、
販
売
市
場
も
拡
大
し
て
中
国
市
場

へ
の
進
出
を
開
始
し
た
。
そ
の
影
響
は
上

海
市
場

へ
も
あ
ら
わ
れ
、

「
今
後

ハ
上

海

二
於
テ
ハ
撫
順
、
山
東
、
開

、
日
本

炭

ノ
競

争

ト

ナ

リ

、

販
売

上

ニ
モ
非

難

ヲ
見

ル

コ
ト

ア

ル

ヘ
シ

と

い

う

伏

況

が
う

ま

れ

て

い

た

の

で

あ

る
。

以
上
の
よ
う
に
当
該
時
期
の
上
海
市
場

に
お
け
る
競
争
炭
の
動
向
は
基
本
的
に

は
炭
価
に
よ

っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
従

っ
て
、
石
炭
相
場
の
動
向
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
上
海
輸
入
炭
の
動

向
を
知
る
上
で
不
可
欠
と
な
る
が
、
そ
の

前
に
日
本
炭
の
動
向
に
つ
い
て
み
て
お

こ
う
。

5

日
本
炭
の
動
向

わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
前
掲
第
1
、
2
表
及
び
、
第
4
、
5
、
6
表
か
ら
日
本
炭

の
上
海
市
場

へ
の
輸
入
高

の
推
移
を
明
ら

か
に
し
た
が
、
そ
れ
は
日
露
戦
争
前
に

お
け
る
全
体
的
動
向
に
つ
い
て
で
あ

っ
た
。
そ

こ
で
み
た
日
本
炭
の
傾
向
は
日
露

戦
後
に
お
い
て
も
基
本
的
に
は
変
化
し
て
い
な
い
が
相
対
的

に
そ
の
地
位
は
低
下

し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
三
六
年
に
は
上
海
総
輸
入
高
は
八
九
万
ト
ン
で
、

そ
の
う
ち
日
本
炭
は
七
五
万

一
千
ト
ン

(
八
四
%
)
で
あ

っ
た
が
、
三
七
年

に
は

総
輸
入
高
八
六
万
九
千
ト
ン
と
若
干
の
減
少

を
み
た
。

こ
れ
は
日
本
炭
の
輸
入
高

が
七
〇
万
八
千
ト
ン

(
八

一
%
)
に
減
少
し
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
日
本
炭
輸
入

高

の
内
訳
は
三
池
炭

　
五
万
二
千
ト
ン

ニ
=

%
)
、
筑
豊
炭
三
四
万
四
千
ト
ン

(四
九
%
)
、
杵
島
炭

.
北
方
炭

.
徳
島
炭
の
合
計

亡
生
万
二
千
ト
ン

(
二

一
%
)

唐
津
炭
五
万
八
千
ト
ン

(
八
%
)
の
割
合
で
あ

っ
た
。
@

さ
ら
に
大
正
二
年
の
上

半
季

(
一
～
六
月
)
に
は
総
輸
入
高
六
七
万
千
三
百
ト
ン
に
対
し
、
日
本
炭
は
四

九
万
三
千
三
百
ト
ン

(
七
三
%
)
で
あ
っ
た
。怖

こ
の
よ
う
な
上
海
輸
入
日
本
炭

の
炭
種
は
筑
豊
炭
、
三
池
山黙

唐
津
炭
、
北
海
道
炭

の
各
種
炭
が
含
ま
れ
て
お
り
、

き
わ
め
て
多
様
で
あ

っ
た
。
価

か
か
る
上
海
市
場
に
お
け
る
日
本
炭
の
商
況
に
つ

い
て
、
明
治
三
五
年

一
〇
月

の
上
海
総
領
事
館
報
告
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い

る
・
㈲

目
下
当
地

二
於
ケ

ル
石
炭

ノ
近
況
ヲ
査
ス
ル

ニ
本
邦
炭
ノ
商
況

ハ
昨
今
恰
モ
其

ノ
好
季
節

二
向
ヒ
タ
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
、
過
般
来
漸
次
市
況
ノ
変
化
ヲ
促
シ
幾
分

ノ
生
気
ヲ
含
ム

ニ
至

レ
リ
、
顧
ル
ニ
例
年
夏
季

ハ
一
般

二
炭
況
不
振
ノ
時
季

二

シ
テ
、
只
在
荷
ノ
停
滞
ヲ
見
ル
ノ
ミ
ナ
ル
カ
本
年

(
明
治
三
五
年
1
引
用
者
註
)

ハ
夏
季

二
際
シ
、
偶
々
本
邦
当
地
間
ノ
運
賃
大

二
騰
貴
ヲ
招
キ
タ
ル
ニ
ョ
リ
其

ノ
輸
入
著
シ
ク
減
少

シ
タ
ル
ヲ
以
テ
当
地
ノ
在
荷

ハ
比
較
的
停
滞
ヲ
見

ル
二
至

ラ
サ
リ
シ
カ
、
七
月
上
旬
頃
ヨ
リ
運
賃
順
次
引
緩
ミ
タ
ル
ニ
、

一
方

二
於
テ
ハ

追

々
石
炭
ノ
好
季
節

二
向
ヒ
タ
ル
ヲ
以
テ
当
地
二
於
ケ
ル
炭
商

ハ
在
荷
ヲ
充
実
セ

シ
ム
ヘ
キ
必
要

二
促
サ
レ
漸
次
輸
入
ノ
増
加
ヲ
見
ル
二
至

レ
リ
、
今
本
年

一
月

初
旬
ヨ
リ
九
月
末
日

二
至
ル
本
邦
炭
輸
入
ノ
額
ヲ
見
ル
ニ
約
匹
六
万
三
千
四
百

余
噸

ニ
シ
テ
、
之

レ
ヲ
昨
年
同
季
ノ
輸
入
額
三
十
六
万
九
千
七
百
余
噸

二
比

ス

レ
ハ
、
殆
ン
ト
十
万
噸
ノ
増
加
ヲ
来
セ
リ
、
思
フ
二
昨
年
度

ノ
炭
況

ハ
其
ノ
下

半
年

二
ア
ッ
テ
為
換
相
場
ノ
激
変

二
依
リ
甚

タ
面
白
カ
ラ
サ
ル
伏
況

二
ア
リ
、



多

額

ノ
供

給

ヲ
契

約

シ
居

タ

ル
本

邦

商

ハ
何

レ

モ
莫

大

ノ
損

失

ヲ
蒙

リ

、

遂

二

ハ
閉

戸

ノ
己

ム

ヲ

得

サ

ル

ニ
出

タ

ル

モ

ノ
頻

々

タ

ル
有

様

ナ

リ

シ

ヲ

以

テ
、

其

ノ
輸

入
額

モ

亦

従

テ
減

少

セ

ル
カ
、

本

年

二
入

リ
為

換

相

場

ハ
依

然

差

等

ヲ
有

ス

ル
ト

錐

ト

モ
之

レ

ヲ
前

年

度

二
比

ス

レ

ハ
多

少

ノ
下

落

ヲ

来

シ
、

又

前

年

ノ

如

キ

暴

変

ヲ

見

ル

コ
ト

ナ

ク
、

先

ツ

一
定

ノ
範

囲
内

二
固

定

シ
タ

ル
カ

如

キ

観

ア

ル

ヲ

以

テ
、

昨

年

度

ノ
如

ク

一
朝

為

換

ノ
変

化

ニ

ョ
リ
直

チ

ニ
激

甚

ナ

ル
打

撃

ヲ
受

ク

ル
カ

如

キ

突

飛

ノ
現

象

ヲ
見

ル

コ
ト

ナ

キ

二
因

リ

、

其

ノ
輸

入

ハ
昨

年

二
比

シ
割

合

二
容

易

ナ

ル

モ

ノ

・
如

シ
、

況

ン
ヤ

又

本

年

ハ
本

邦
当

地

間

ノ

運

賃

著

シ

ク
低

下

ヲ
致

シ

タ

ル

二
於

テ

ヲ

ヤ
斯

ノ
如

キ
状

況

ナ

ル

ヲ
以

テ
目

下

ノ
炭

況

ハ
梢

好

望

ノ

位
置

二
在

リ

、

輸

入
高

モ
亦

頓

二
増

加

セ

リ
、

昨

今

未

タ

其

ノ
盛

旺

ノ

区
域

二
達

セ

ス

ト
錐

ト

モ
、

二

、

三

週

ヲ
経

過

セ

ハ
追

々
其

ノ
状

況

ヲ
更

メ
市

況

ノ
躍

如

タ

ル

モ

ノ

ァ

ル

ニ
至

ル

ヘ
キ

玖

(
後

略

)

上

海
市

場

に

お

け
る

日
本

炭

の
動

向

が

よ

く

示

さ
れ

て

い

る

が

、

注

目

さ

れ

る

の
は

日
本

炭

が

上

海

市

場

で
圧

倒

的

な

支

配

力

を
も

っ
て

い

る

と
は

い
え

、

そ

の

市

場
変

動

は
激

し

く

、

必

ず

し

も

日

本

炭

の
安

定

的

な
市

場

支

配

が
確

立

し

て

い

る

と

は

い
え

な

い

こ

と

で

あ

る
。

就

中

、

日
本

炭

内

部

に
お

け

る

競

争

も

激

し

く

、

そ

れ

は

石

炭

取

扱

商

間

の
競

争

の
激

化

と

い

う

か

た

ち

で
顕

在

化

し

て
く

る

こ

と

に
な

る

の

で

あ

る
。

し

か

も

そ

れ

は

具

体

的

に

は

石

炭

相

場

の
動

向

に

よ

っ
て
規

定

さ

れ

て
く

る

の

で
あ

る

。

そ

こ

で
、

つ
ぎ

に

石

炭

相

場

の
動

き

に

つ

い

て

み

て

お

こ
う

。
風

石
炭
相
場
の
動
向

第
11
表
は
当
該
時
期

の
上
海
輸
入
炭
相
場
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ

る
が
い
く

つ
か
の
特
徴

を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第

一
は
英
国
炭
が
圧
倒
的

な
高
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
明
治
三
〇
年
六
月
の
倉
庫
渡

一
ト
ン
当
り

炭
価
を
比
較
す
る
と
、
英
国
炭

=
二
両
、
豪
州
炭
八
両
、
三
池
塊
炭

.
高
島
塊
炭

(単 位:両)第11表 上 海石 炭 相 場

57年10月56年10月55年10月55年11月52年1月51年11月明治50年6月炭 種

16.5

9.0

4.1～9.5

5.2～5.8

15.0

9.0

5.5～11.0

5.0～60

16.0

9.0

5.5～11.0

6.0～7.0

27.0～28.0

12.0～15.0

19.019.0

12,012.0

5.87》8.05.8タ8.0

]6・75・-7.0

15.0

8.0

5.75～6。0

5.75

5.75

英 国 炭

豪 州 炭

開 平 炭

唐 津 炭

大 ノ浦 炭

豊 国 炭

小 松 炭

宮 ノ下 炭

三 池 炭

高 島 炭

出典:明 治30～53年 に つい て は、 『通 商彙 纂 』 第70号 、 第120号 、第125号 、第171号 、

明治55～57年 に っい て は、根 岸 倍 編 『清 国商 業綜 覧 』第2巻514ペ ージ に よ る。

1)1ト ン 当 り倉庫 渡 値段 で あ る。

2)英 国 炭 は カ ー ジフ炭 で あ る。

5)三 池 炭、 高 島炭 は塊 炭 の値 段 であ る。

4)1両 の為 替 相場(明 治52年1月 現在)は 上海両 で1円52銭5厘 で あ る。
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五
、
七
五
両
、
大
ノ
浦
五
、
七
五
～
六
両

で
、
英
国
炭
は
日
本
炭
の
約
二
倍

の
高

値
で
あ
る
。
ま
た
、
三
三
年
三
月

の
相
場
で
は
英
国
炭
二
〇
、
五
両
、
豪
州
炭

一

三
両
・
開
平
炭
七
両
・
日
本
炭
七
両
で
・
⑧
こ
の
構
造
は
変
ら
な
い
・
明
治
三
三

年

=

月

に
は
北
清
事
変
の
影
響
も
あ

っ
て
英
国
炭
は
二
七
～
八
両
に
高
騰
す
る
。

こ
の
よ
う
に
英
国
炭
は
カ
ー
ジ
フ
炭

で
炭
質

が
よ
く
、
従

っ
て
そ
の
売
込
み
先
も

軍
艦
、
及
び
欧
州
航
路
船
舶
の
焚
料
炭

と
し
て
主
と
し
て
使
用
さ
れ
、
市
場
は
限

定

さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
英
国
炭
の
市
場
条
件
が
逆
に

英
国
炭

の
高
炭
価
を
維
持

す
る
こ
と
を
可
能

乏
し
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。
第
二

の
特
徴
は
日
本
炭
の
炭
価
が
開
平
炭
と

と
も
に
安
い
と
い
う
点

で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
は
上
海
市
場
に
お
い
て
日
本
炭
と
直
接
的
な
競
合
関
係
に
あ

っ
た
の
は
日
露

戦
争
前
に
お
い
て
は
開
平
炭
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
第
12
表
は
日
本
炭

の
う
ち
、
筑

明治52年7～9月
上海輸入日本炭相場(単 位:上 海両)

第12表

9月2日8月7月炭 種

7.0

6。2

4.5

5.6

6.8～7.5

6.2～6.5

4.4～5.5

5.6～4.5

7.0～7.7

6.5～67

5.5～6.2

4.5～4.7

最上等

上 等

中 等

下 等

筑

豊

炭

6.0

4.0

5.0

6.0～6.4

4.0～4.5

5,0～5.4

6.5～6.8

4.2～4.8

5.5～5.9

等

等

等

上

中

下

長
崎
炭

出典:『 通 商 彙 纂 』 第146号25ペ ー ジよ り作 成。

1)筑 豊 炭 最上 等 炭 とは 田川 四 尺、 豊 国、松 ケ浦

上 等 炭 とは 大 ノ浦 、峯地 、 金谷 、 金 田

赤 池 、 藤棚 、御徳

中等 炭 とは 大辻、 大 ノ浦、 大隈、 小 浦

下等 炭 とは福 好 、新 延 、 頓野 の各炭

2)長 崎 炭 上等 炭 とは 福好 、 市村 、 柚木 原 、焼 木、

蜂 巣

中 等 炭 とは北方 、志 久 、 山ノ田

下 等炭 とは福 井 、江 口、 世知 原 、長者 の

各炭

3、1ト ン当b相 場 で あ る^

豊
炭
と
長
崎
炭
の
相
場
を
等
級
別
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
炭
に

お
い
て
も
炭
質
に
お
い
て
か
な
り
の
炭
価
の
差
が
あ
り
、
田
川
、
豊
国
、
三
池
、

高
島
と
い
っ
た
三
井
、
三
菱
資
本
の
産
出
炭
が
上
海
石
炭
相
場
に
お
い
て
も
優
位

を
占

め
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
と
同
時
に
、

こ
の
よ
う
な
炭
価
が

安
い
こ
と
が
上
海
石
炭
市
場
に
お
け
る
日
本
炭
の
競
争
力

・
市
場
支
配
力
を
強
め

る
基
本
的
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
充
分
な
注
意
を
は
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
わ
が
国

の
石
炭
産
業
の
も

つ
さ
ま
ざ
ま
な
特
質
ー
た
と
え
ば

低
賃
金

に
支
え
ら
れ
た
生
産
構
造

の
前
近
代
性
1
も
か
か
る
国
際
市
場
条
件
に
深

く
規
定
さ
れ
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
か
か
る
上
海
市
場
に
お
け
る
日
本
炭
の
炭
価
を
決
定
す
る
要
因
は
生
産

コ
ス
ト
と
と
も
に
、
運
送
費
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
。

「
本
邦
当
地
間
ノ

運
賃
大
二
騰
貴

ヲ
招
キ
タ
ル
ニ
ョ
リ
其
輸
入
著
シ
ク
減
少
④
」
を
み
る
、

「
本
季

(明
治
三
五
年
第
四
季
ー
引
用
者
註
)
ヲ
通
シ
石
炭
運
賃
庫
ノ
平
均
ヲ
得
ス
、
高

低
常
ナ
キ
ヲ
以
テ
遂

二
本
季
輸
入
ヲ
減
殺
ス
ル
二
至

レ
リ
㈱
」
、

「
昨
今
当
港

二

上海～門司 ・長崎間石炭運賃

(単 位:ド ル)

第13表

長崎～上海門司～上海

2.40

1.75

1.25

2.00

1.00

1,20

1.20

1.00

2.20

2.00

1.50

2.00

2.50

209

2.00

1.60

2.00

2.00

2.50～40

1,55

1.60

1.00

1.20

1.00

0.90

明 治50年4月

5

7

51.4

32.5下 旬

6上 旬

下 旬

7上 旬

末

55.4

11

56.2

3

8.22

9.3

9.17

10.

出典:『 通商彙 纂 』各号 よ り作成 。

1)石 炭1ト ン当 り運 賃で あ る。
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於
ケ
ル
本
邦
炭
ノ
商
況
ヲ
看

ル
二
、
過
般
来
引
続
キ
下
落

ノ
位
置

二
ア
ル
為
換
相

場
ノ
影
響
ト
石
炭
運
賃
ノ
低
落
ト

二
ヨ
リ
其
輸
入
高
俄
然
増
大
ノ
勢
ヲ
示
ス
⑮
」

と
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
為
換
相
場
の
変
動
と
と
も
に
運
送
費
は
上
海
市
場

へ
の
日
本
炭

の
輸
入
高
を
左
右
す
る
重
要
な
要
因
で
あ

っ
た
。
第

15
表
は
こ
の
時

期
の
上
海
～
門
司

・
長
崎
間

の
石
炭

一
ト
ン
当
り
の
船
舶
運
賃

を
示
し
た
も
の
で

あ
る
が
、

一
見
し
て
明
ら
か
な
如
く
き
わ
め
て
変
動
が
激
し
い
。
そ
の
変
動
要
因

に

つ
い
て
み
て
お
く
と
、
明
治
三
〇
年
四
月
に
は

一
ト
ン
当
り
二
ド
ル
二
〇
セ
ン
ト

に
高
騰
し
て
い
る
が
こ
れ
は
毎
年
四
、
五
月
の
交
り
に
起
る
現
象

で
、
天
津
、
牛

荘
、
ウ
ラ
ジ
オ
等

の
航
路
が
開
き
、
在
荷
の
輸
出
が
頻
繁
と
な
る
た
め
船
舶
が
集

中
し
た
こ
と
と
、
前
年
来
の
運
賃

の
暴
落

に
よ

っ
て
外
国
運
送
船
が
他
に
航
路
を
)

求

め
た
た
め
に
船
舶

の
欠
乏
を
も
た
ら
し
た
こ
と
の
二
つ
の
理
由
に
よ

っ
て
い
た
。

ま
た
、
三
六
年
二
月

に
は

一
ド
ル
三
五
セ
ン
ト
に
下
落
し
た
が
、
こ
れ
は

一
、
二

月
の
北
清
地
方
が
結
氷
す
る
た
め
航
路
が
閉
鎖
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
船
舶
が

上
海
に
集
中
し
た
た
め
に
起

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
・
6の

以
上
の
よ
う
に
船
舶
運
賃
の
変
動
は
上
海
港
へ
の
船
舶
の
集
散

に
起
因
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
北
清
地
方
の
結
氷

に
よ
る
自
然
的
条
件
や
、
帝
国
主
義
諸
列

強
間
の
軍
事
的

・
政
治
的
要
因
に
規
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

よ
う
な
運
賃
の
変
動
は
直
ち
に
上
海
市
場

へ
の
輸
入
炭
高
に
影
響
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

5

石
炭
売
込
先

つ
ぎ
に
上
海
輸
入
炭
の
用
途

・
需
用
口
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
明
治
三
二
年

五
月
二
四
日
付
の
上
海
総
領
事
館
報
告
は
日
本
炭
の
上
海
市
場
で
の
需
用
伏
況
に

つ
い
て

つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
・
㈱

本
邦
石
炭
ノ
需
用
口

従
来
当
港

二
於
ケ
ル
本
邦
炭
ノ
需
用
ロ
バ
紡
績
、
製
糸
、

綿
繰
、
織
布
、
製
油
、
造
船
、
製
紙
、
燐
寸
、
電
燈
、
瓦
斯
、
兵
器
製
造
、
米

利
堅
粉
、
羽
毛
、
飲
料
水
、
麦
酒
、
化
学
用
酸
、
製
氷
、
其
他
紡
績
糸
等
各
種

機
械
製
造
場

ヨ
リ
鉄
道
、
汽
船
、
小
蒸
気
船
等

二
至

ル
迄

一
々
枚
挙
ス
ヘ
カ
ラ

ス右
ノ
外
、
酒
、
醤
油
製
造
用
、
湯
屋
又
ハ
自
家
用
炭
ト
シ
テ
消
費

セ
ラ
ル

・
モ

ノ
亦
多
量

ニ
シ
テ
、
当
港
輸
入
本
邦
炭
中
蘇
州
、
杭
州

へ
輸
送
セ
ラ
ル

・
モ
ノ

少
額

ヲ
除
キ
テ
ハ
悉
ク
此
地

二
需
用
セ
ラ
ル
・
モ
ノ
ナ
リ

す
な
わ
ち
、
上
海
市
場
に
お
け
る
日
本
炭
の
売
込
み
先
は
e
鉄
道
、
汽
船
、
小

蒸
気
船
の
燃
料
用
炭
、
ω
紡
績
、
製
糸
、
造
船
、
兵
器
製
造
等

の
各
種
工
場
用
炭
、

日
酒
、
醤
油
製
造
、
湯
屋
、
暖
房
用
等

の
地
売
り

・
雑
用
炭

の
三
種

に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

「
当
港

二
於
ケ
ル
本
邦
炭

ハ
沿
岸
航
路
、
小
蒸
気
船
、

各
種
工
場
就
中
、
紡
績
、
製
糸
両
場

二
消
費
セ
ラ

ル
・
モ
ノ
大
部
分
ヲ
占
メ
」
て

お
り
、
そ
の

一
ヵ
月
消
費

の
割
合
は
工
場
用
炭

一
万
ト
ン
、
船
舶
焚
料
炭
二
万
余

ト
ン
、
雑
用
炭

一
万
ト
ン
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
英
国
炭
の
用
途
は
軍
艦
用

及
び
、
欧
州
航
路
の
よ
う
な
遠
洋
航
路
用
汽
船
の
焚
料
炭
が
中
心
で
あ

っ
た
。
そ

れ
は
良
質

で
、

「
効
力
多
キ
」
た
め
に
高
価
で
は
あ
る
が
経
済
性
に
富
み
、

軍

艦
其
他
欧
州
航
路
ノ
如
キ
長
航
路
」
に
と
っ
て
有
利
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
@
ま

た
、
開
平
炭
は
海
軍

・
汽
船

・
鉄
道
用

・
招
商
局

の
燃
料
用
炭
と
し
て
、
ま
た
、

家
庭
用
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
た
・
⑤

力

明
治
三
四
年
二
月

一
五
日
附
の
上
海
総
領
事
館
の
報
告
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
㊤

上
海
市
場
に
お
け
る
需
用
口
の
最
も
大
き
か

っ
た
の
は
船
舶
焚
料
炭
で
あ

っ
た
。

第

14
表
は
明
治
三
六
年
の
調
査
に
よ
る
上
海
主
要
汽
船
会
社
の

一
ヵ
年
消
費
高

を

示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
炭
が
圧
倒
的
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う

に
上
海
市
場
に
お
け
る
消
費
高
の
最
大
な
も
の
は
船
舶
焚
料
炭
で
あ

っ
た
が
工
場

用
炭
と
し
て
の
用
途
も
次
第

に
増
大
し
て
お
り
、
中
国
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発

展
と
密
着
し
た
石
炭
輸
入
高
の
推
移
に
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
す
で
に
明
治
E

ノ二
年
二
月
九
日
付
の
上
海
総
領
事
館
報
告
が
つ
ぎ
の
よ

う
に
指
摘
し
て
い
る
。
佃
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第14表 上海主要汽船会社一力年石炭消費高(単 位:雪 万トン)

備 考消費高会 社 名

日本 炭
〃

〃

開平炭

日本炭
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

英国炭

4.0

6.0

5.0

1.0

0.6

1.2

24

2。4

1.2

1.0

0.5

0.5

G.0

0.3

1.o

ヂャーデン マヂソン エンド コムパニー

バッター フヰールド エンド スワイヤー

招 商 局

同

ジョージ マクベイン(麦 辺)

グリーブス エンド コムパ二一(華 昌)

大 阪 商 船 会 社

ハムバ ーグ アメリカン ラィン

メルチャース エンド コムノヒ ー(美 最 時)

ピ ー オ ー 汽 船 会 社

曳 船 及 ヒ小 蒸 気 船 会 社

大 東 汽 船 会 社

其 ノ 他 ノ 汽 船 会 社

軍 艦

同

26.6

1.0

1.0

炭

炭
炭

本

国
平

日

英

開

合

計

出典:『 通 商 彙纂 』 改 第57号41ペ ージ に よ る。

1)明 治56年 の 調 査 であ る。

2)消 費高 は お よそ の算 出 高で あ る。

5)日 本炭 合 計は あ わ ない が そ のま ま とした。

此
等

(綿
糸

.
生
糸

.
綿
布

・
製
紙

ー
引
用
者
註
)
重
要
輸
出
品

ハ
勿
論
其
他

諸
種
ノ
エ
芸
品

二
於
テ

一
般
製
造
額

ノ
増
殖

セ
シ
バ
直
接
石
炭
需
要

ノ
増
進
ヲ

招
キ
、
石
炭
需
用
ノ
増
進

ハ
其
輸
入
増

加
ト
価
格
騰
貴
ト
ヲ
来
セ
シ
所
似
ナ
リ

ト
ス
、
而
シ
テ
此
原
因
タ
ル
ヤ
今
後
月

ヲ
改
メ
年
移

ル
二
従
ヒ
、
益
々
其
度
ヲ

増
進
セ
ン
ハ
勿
論

二
シ
テ
、
遂

ニ
ハ
生

糸

マ
レ
、
綿
糸

マ
レ
、
羽
毛
、
皮
革
、

燐
寸
、
製
紙
等
諸
種
ノ
製
造

二
巨
額
ノ
石
炭
ヲ
需
要

ス
ル
二
至

ル
ハ
疑
ヲ
容
レ

ザ
ル
所
ナ
リ

ま
た
、
日
露
戦
後
の
上
海
市
場
に
お
け
る
需
用
口
に
つ
い
て
は
明
治
四

「
年
九

月

の
物
産

の
石
炭
脇
議
会
に
お
け
る
上
海
支
店
の
つ
ぎ
の
よ
・つ
な
報
告
か
ら
智

 こ
と

が

で
き

る
。

0

(前
略
)
需
要
先

二
就
テ
大
体
申
上
ゲ

マ
ス
ル
ト
、
商
船
焚
料

二
参
拾
九
万
噸

海
軍
用
炭
弐
拾
万
噸
、
小
蒸
気

二
四
万
噸
、
鉄
道
、
電
車
参
万
五
千
噸
、
造
船

及
外
国
人
ノ
鉄
工
所

二
五
万
噸
、
紡
績
及
棉
繰
場
拾
五
万
噸
、
瓦
斯
参
万
噸
、

電
燈
壱
万
五
千
噸
、
絹
糸
工
場
ガ
四
万
噸
、
油
屋
其
他
諸
工
業
合
セ
テ
参
万
噸
、

支
那
人
ノ
地
売
及
ビ
家

二
使
フ
石
炭
、
蘇
州
及
杭
州

へ
運
搬
サ
レ
ル
モ
ノ
合
計

拾
七
万
参
千
噸
デ
ア
リ

マ
ス

(後
略
)

日
露
戦
後
の
上
海
石
炭
市
場
の
需
用
構
造
は
基
本
的
に
変
化
し
て
お
ら
ず
、
そ

の
量
的
拡
大
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
右
の
報
告
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

6
。

石

炭

取
扱

商

に

つ
い

て

第
15
表
は
明
治
三
五
年
現
在
の
上
海
市
場
に
お
け
る
石
炭
取
扱
業
者
の
有
力
な

も
の
で
あ
る
が
、ヘセ

の
ほ
か

「
信
用
薄
キ
小
資
本
ノ
店
舗
、
又

ハ
一
時
的
供
給
者
」

は
数
多
く
あ
り
、㈲

投
機
的
な
商
人
資
本
も
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
石
炭
商
間

の

競
争
も
激
し
く
、
し
ば
し
ば
相
場

の
値
崩
れ
を
ひ
き
起
し
た
。

こ
の
場
合
、
競
争

は
日
本
石
炭
商
間
の
そ
れ
と
日
本
石
炭
商
と
外
商

・
清
商
問

の
そ
れ
が
あ

っ
た
。

明
治
三
六
年
三
月

二
七
日
付
上
海
総
領
事
報
告
は
こ
の
よ
う
な
石
炭
商
の
動
向
を

つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
⑯

当
地
二
於
ケ
ル
本
邦
炭
商
ト
称
ス
ル
モ
ノ

ハ
其

一
、
二
有
力
者
ヲ
除
ク
ノ
外
何

レ
モ
営
業
ノ
根
底
微
弱

二
シ
テ
、
勿
論
自
己
ノ
独
力

二
ヨ
リ
事
業
ヲ
経
営

ス
ル

ノ
資
力
及
信
用
ア
ル
モ
ノ
二
ア
ラ

ス
、
多
ク

ハ
本
邦
炭
主

二
頼
リ
幾
何
カ
ノ
ロ

銭

ヲ
得
ル
ノ
約
束
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
当
地

二
輸
入
販
売

ス
ル
所
謂
仲
継
業
ノ
類
ナ

レ
ハ
、

一
朝
石
炭
運
賃

ノ
低
落

ヲ
告
ク
ル
ア
ラ
ン
乎
、
機
以
テ
乗

ス
ヘ
シ
ト
ナ

シ
濫
リ

ニ
多
額

ノ
輸
入
ヲ
企
ツ
ル
ヲ
以
テ
、
其
間
不
幸

二
シ
テ
商
況
ノ
頓
挫
ヲ

来
ス
ア
ラ
ン
乎
、
忽
チ
ニ
シ
テ
当
地
在
荷

ノ
山
ヲ
成
ス
ニ
至
ル
コ
ト
従
来
其
例

二
乏
シ
カ
ラ
ス
、
昨
今
当
地
貯
炭
高
ノ
過
多
ナ
ル
ハ
畢
寛
此

一
例

ニ
ナ
ラ
サ
ル

ヘ
キ
ヲ
信
ス

ト図



第15表 上海における石炭商

名 称

三 井 物 産 会 社

三 菱 合 資 会 社

谷 口 加 藤 商 会

順 泰 洋 行

寒 田 商 会

本

邦

商

費 件 洋 行

徳 昌

湧 記 号

大 昌 垣

東 弁

隆 昇

義 成

正 康

同 茂

外

商
●

清

商

出典:『 通商 彙 纂 』 改 第57号

41ペ ー ジよ り作成 。

1)明 治55年 現在 の 有力石炭

商 で ある。

 

そ

の
結

果

、

こ
れ

ら

の
投
機

的

な

商

人

資

本

は

「
当

地

ノ
情

況

二
通

セ
ズ

、
為

メ

ニ
清

商

ノ
好

計

二
陥

リ

、

損

失

ヲ
来

」

し

、

「
本

邦

炭

ヲ

シ

テ
不

味

二
陥

シ
」

め
、

「
外

国

炭

ハ
飛
鳥

ノ
勢

ヲ

以

テ
売

行

キ

ツ

・
ア

ル

二
、

本

邦

炭

ノ
沈

静

二
傾

」

く

と

い

っ
た

問

題

を
ひ

き

起

し

て

い

た

の
で

あ

る

。
鯉

一
方

、

有

力

石
炭

商

間

に

お

け

る
競

争

も
激

し

く

、

と
く

に

日

露
戦

後

は

そ

の
競

争

は

一
層

の
激

し

さ

を

加

え

る

こ

と

に

な

る
。

つ
ぎ

に
掲

げ

る

の

は

明

治

三

九

年

四

月

の
物

産

の
石

炭

協
議

会

に

お

け

る
上

海
支

店

の
報

告

で

あ

る

が

・

そ

の
実

態

を
よ

く

示
し

て

い

る
・

⑧

上

海

二
於

ケ

ル
競

争

者

ハ
内

地

ト

同
様

、

三

菱

、

「
ホ

ツ
キ

ン

ス
」

、
泰

茂
洋

行

、

「
モ
ラ

ー

ブ

ラ

ザ

ー
」

、

永

宝

洋

行

ノ
如

キ

モ
ノ

ニ
テ
、

其

中

、

効

敵

ト

見

ル

ヘ
キ

ハ
三
菱

ナ

リ
、

三

菱

二
テ

ハ
既

二
支

店

ヲ
開

キ

シ
カ
、

之

ヲ
開

ク

ニ

付

テ

ハ
大

二
活

動

セ

ン
ト

ス

ル

ノ
計

画

ナ

ル

ヘ
シ
、

而

シ

テ
是

迄

ノ
大

ロ

ノ
約

定

ハ
P

O
会

社

、

大

阪

商

船

、

支

那
人

ノ
汽

船

会

社

用

焚

料

ニ
テ
約

十

万
噸

ア

ル

ヘ
シ
、

其

ニ
ハ
別

二
定

リ

タ

ル
得

意

先

モ
ナ

ク
、

従

ッ
テ
大

高

ノ
売

込

ハ

ア

ラ

サ

ル

ヘ
キ

モ
、

併

シ
我

社

ノ
商

売

二
対

シ

テ

ハ
妨

害

タ

ル

ハ
言

フ
迄

モ
ナ

シ

(
後

略

)

こ
う

し

て
、

日
露

戦

争

前

後

に

は

三
菱

の

ほ

か

古

河

、

大

倉

、

高

田
等

が

上

海

に
支
店
を
設

置
し
・
石
炭
取
扱
業

へ
の
進
出
に
積
極

的
な
姿
勢

を
示
し
は
じ
め
た

古
河
、
大
倉
、
高
田
等
が
上
海

に
進
出
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
日
露
戦
後
の

「
御
用
商
売
」
の
減
少
に
よ

っ
て
生
じ
た
余
力
を
海
外
市
場
に
向
け
よ
う
と
し
た

た
め
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
有
力
資
本
の
上
海
市
場

へ
の
進
出
は
物
産
や
三
菱

と
の
競
争
を
さ
ら
に
激
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
か
か
る
競
争
に
打
勝

つ
た
め
石
炭
商
は
石
炭
産
業

へ
の
進
出

を
積
極
化
し
て
い
く
。
物
産
と
石
炭
産
業

と
の
関
係
は
そ
の

一
つ
の
典
型
を
示
す
も
の
と
い

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
当
該
時
期
の
上
海
市
場

に
お
け
る
石
炭
取
扱
業
者

の
動
向
を
明
ら
か
に

し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
重
要
な
こ
と
は
三
井
、
三
菱
資
本
な
ど
の
大
資
本
に
よ

る
か
か
る
上
海
石
炭
市
場

へ
の
進
出
が
両
者
の
競
合

・
矛
盾

を
は
ら
み
つ
つ
も
、

日
本
帝
国
主
義

の
尖
兵
と
し
て
の
役
割

を
そ
の
本
質
に
お
い
て
担

っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

註

外
務
省

通
商
局

『
清
国
事
情

』

第

一
輯

五
三
三
頁
。

根
岸

倍
編

『
清
国
商
業

綜
覧

』

第

二
巻

七
八
頁
。

な

お
、
同
書

は
上

海
、
香
港
が

か
か

る
外

国
貿

易

の
中

心
と
な

っ
た
理
由

と

し
て
、
e
上
海

、
香

港

ノ
形
勢
雄

偉
ナ

ル

コ
ト
、
⇔
商
業
機
関

ノ
完
備

セ

ル
コ

ト
、

日
外
人
上

海
、
香
港

以
外

二
テ
貿
易

ス
ル
ノ
不
利

ナ

ル
コ
ト

の
三
点

を

あ
げ
て

い
る

(
七
九
～
八

四
頁

)
。

『
通
商
彙
纂

』

第

一
七

二
号

五

三
頁
。

根

岸
編

『
清
国
商
業
綜
覧

』

第

二
巻

三

一
二
頁
。

吉
田
虎
雄

『
支
那
貿
易
事

情

』

一
七
九
～

八
〇
頁

。

根
岸
編

『
清
国
商
業

綜
覧

』

第

二
巻

二
八
四
～

五
頁
。

『
通
商

彙
纂

』

第

二
五
六
号

一=

頁
。

『
通
商
彙
纂

』

第

=

一
五
号

一
～

三
頁
。

『
通
商
彙
纂

』

第

一
二
五
号

六
～

九

頁
。

こ
こ
で
、

か
か
る
上
海
輸

入
炭

の
動

向
を
規
定

す
る
最
大

の
要

因

で
あ

っ
た

中
国

を
め
ぐ

る
帝

国
主
義
諸
列
強

の
動
向

に

つ
い

て
若
千
補

足
し

て
お
こ
う
。
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帝
国
主
義
列
強

が
中

国

の
領

土
分
轄

を
推

し
進

め
る
直
接

的
契
機

は

一
八
九

四

～

五
年

の
目
清
戦
争

に
お
け
る
清
国

の
敗
北

で
あ

っ
た
。

ロ
シ
ア
は

一
八
九
六

年

の
露

清
密
約

(李

・
ロ
バ
ノ
ブ
密
約
、

カ

シ
ニ
ー
密
約

)

で
東
清
鉄
道

敷
設

権

を
獲

得
、
九

八
年
着

工
し

た
。

さ
ら

に
同

年
、
旅
順

・
大
連

の
二
五
年
間
租

借

に
成
功
、

「
年
来

熱
望

シ
テ
止

マ
ザ
リ

シ
大
平
洋

ノ
不
凍

港
」
を
得
、

ハ
ル

ビ

ン

・
旅
順
間

の
鉄
道

敷
設
権

も
獲

得
し

た
の
で
あ
る
。

ド
イ

ツ
は
九

八
年
、

山
東
省

曹
州
府

矩
野
に

お
い
て
宣
教

師
殺
害

事
件
が

起
る
と
膠
州
湾
を
占

領
し
、

九
九
年
間

の
租
借

に
成
功
し

て
青
島
市

を
建

設
し

た
。

一
方

、

イ
ギ

リ

ス
は
九

八
年

に
九
龍
全
域

の
九
九
年
間

租
借
権
を
得

る

と
と
も

に
、
威

海
衛

の
二
五
年

間
租

借
権
を
獲
得

し
た

の
で
あ
る
。
ま

た
、

フ
ラ

ン
ス
は
こ
れ
ら

の
列
強

の
動

き
に
対
応

し
て
、
広

州

湾
地
域

に
お
け
る
士
官
殺
害
事
件

を
契
機

に
九

八
年

に

は
同
地
域
を
占
領

し
、
翌
九

九
年

に
は
広
州

湾

の
九
九
,年
間

租
借

に
成
功

し

た

の
で
あ

る
。

こ
れ

に
対

し
、

日
本

は
日
清
戦

争

で
台
湾

を
領
有
す
る

と
と
も

に
、

九
八
年

に
は
そ
の
対
岸

た
る
清
国
福
建
省

の
不
割

譲
宣
言

を
清
国

に
出

さ
せ
る

こ
と

に
成
功

し
た

の
で
あ
る
。

ま

た
、

こ
れ
ら

の
諸
国

に
遅

れ
た

ア
メ
リ
カ
は

一
九
〇
〇

年
三
月

に
は
門
戸
開

放
宣
言

を
発

表
し

て
、
清
国

の
帝

国
主
義

的
分

割

の
機
会
均
等

を
主
張
し

た
。

こ
の
よ
う

に
清
国

の
帝
国

王
義

的
領
土
分
轄

を

推

し
進

め
た
諸

列
強
は

そ
の
占

領
地

に
ま
ず
、
貯
炭
場

の
建

設
を
す

す
め
た

の

で
あ
る

(
以
上

の
諸
点

に

つ
い
て
は
、
東

亜
同
文
会

『
支
那
経

済
全
書

』

第

七
輯

六

二
三
～

三

〇
頁

を
も
参
照

せ
よ
)
。

以
下

に

つ
い
て
は
三
井
物
産

合
名
会
社

『
明
治
三

一
年
事
業
報

告

』

物
産

六

一
四

ノ
三

六
～

七
頁
を

参
照
。

明
治
四

三
年

書
か
れ

た
根
岸

倍

「
支
那

工
業

ノ
前
途
」

(
其
四
完
了

)
は

こ

の
よ
う
な
上

海
、
漢

口
へ
の
新

設
諸
工
場

の
集

中

の
理

由
と
し

て
、
e
交

通
便

利

の
こ
と
、
⇔
周
囲

に
広
大

な
生
産
消
費

地
を
擁
し

て
い
る

こ
と
、
⇔
各
種

の

機
関

の
具

備

し
て
い
る

こ
と
、

四
労
働
者

を
得

や
す

い
こ
と

五
生
命

財
産

の

保
護

が
充
分

で
あ
る

こ
と
、

の
五
点

を
あ
げ
て

い
る

(
『
東

亜
同
文
会
支

那
調

査
報
告
書

』

第

一
巻
第

三
号

八
～

九
頁
)
。

こ
こ
で
、
当
該

時
期

の
中

国
紡
績
業

の
発
展

に

つ
い
て

み
れ
ば
、

そ
の
経
営

は

英

・
米

・
日

・
独

の
外
国
資
本

、
清
国
民
族

資
本
、
外

・
清
合
弁
資
本

の
三
形

態
が

あ
り
、

就
中
、
近
代

的
工
場
設
備

を
備
え

た
外
国

資
本
が
支

配
的

で
あ

っ

た
が
、

か
か
る
列
強
資
本

の
中
国
紡
績
業

へ
の
進
出

の
直
接

的
契
機

は
明
治

二

八
年

の
下
関

条
約
、

二
九
年

の
日
清

通
商
航
海
条
約
締

結

に
よ

る
清
国

内

に
お

け
る
工
場
設

立

の
許
可

と
、
工
場
経
営

上

の
優
位

の
承

認

に
あ

っ
た
。

ち
な

み

に
、
三

井
資

本

に
関

し
て

い
え
ば
明

治

二
九
年

に
は
上

海

に
紡
績

工
場
設

置
を

企

て

(結

果
的

に
は
中

止
さ
れ
、
鐘

紡
兵
庫

工
場

と
な
る
)
、

三
五
年

一
二
月

に
は
上

海
興
紗
廠

を
買

収
、
さ
ら

に
三
九
年
四
月

に
上

海
大
純
廠

を
買

収
、
三

泰
紗
廠

と
改

め
、

四

一
年
に
は

こ
の
両
者
を
合
併

し

て
上

海
紡
績
株
式

会
社

を

設
立

し
た

の
で
あ
る

(
以
上

に

つ
い
て

は
厳
中
平
著

・
依
田
嘉
家

訳

『
中
国
近

代
産
業

発
達

史

』

第

五
章

と
く
に

一
七
七
～

一
=

一
頁
を
参

照
せ
よ
)
。

ま

た
、
清
国
紡
績
業

の
発
展

に

つ
い
て

の
別

の
資

料
は

「
因

二
清

国
製
綿

糸

ノ

産
額

ハ
其
確
数

ヲ
知
リ
難

シ
ト
錐

モ
、
上
海

ヨ
リ
各
地

二
販
出

セ
シ
数
量

ヲ
検

ス

ル
ニ

一
九
〇

七
年

ニ
ハ
僅

一二

八
万
七
千

担

二
過
キ
サ

リ
シ
カ
、

一
九
〇
八

年

ニ
ハ
三
七

万
八
千

担

二
上

リ
、
本

年

二

九
〇
九
年

1
引
用
者
註

)
ハ
巳

二
四

二
万
五
千
〇
五
五

担

二
達

セ
リ
、
之

二
依
リ

テ
見

レ

ハ
清
国

二
於

ケ

ル
綿
糸
紡

績
業

力
逐
年
発
展

シ
来

レ
ル
ヲ
知

ル

ニ
足

ル

ヘ
シ
、
随

テ
亦
綿

布

ノ
製

織

モ
漸

次
進

歩

シ
来

レ
ル
ヲ
見

ル
」

(農

商
務
省
商

務
局

『
一
九
〇
九

年

二
於

ケ

ル
支

那
貿

易

ノ
概
況

』

二
〇
頁

)
と

の
べ
、

日
露
戦

後

に
お
け
る
斯
業

の
発
展

が

顕
著

で
あ

っ
た

こ
と
を
示
し

て

い
る
。

『
通
商
彙
纂

』

第

=
二
七
号

三

八
頁
。

お
、

『
通
商
彙
纂

』

第

一
四
六
号

二
五

頁

を
も
参
照
。

以
上

に
つ
い
て
は
、

『
通
商
彙
纂

』

第

=
二
七
号

三
七
～
八
頁

参
照
。

こ
の
ほ
か
そ

の
規
定
要

因
と
し

て
た
と
え
ば
、
明
治
三
六

年
三
月

の
上
海
総

領

事
館
報

告
が

「昨

今
当

地

二
於
ケ

ル
本

邦
炭

ノ
商
況

ヲ
記

サ

ン

二
本
年

(
三

六
年
i
引
用
者
註
)

一
月

以
降
今

日

二
至
迄
兎
角
商

談
捗

々
シ
カ
ラ

ス
、
捌

口
不

艮

ニ
シ
テ
引
続
キ

不
味

ノ
状
況

ヲ
持
続

セ
リ
、
是

当
地

二
於

テ
近
時
雨

天
連
続

セ
ル
ヲ
以

テ
清
商

ノ
多

ク

ハ
在
庫

品

ノ
引

取
ヲ
為

サ

ス

(石

炭

ハ
雨
天

ト
錐
ト

モ
水
引

ヲ
ナ
サ
サ

ル

二
ヨ
リ
)
、

又
、
晩
近
長

江
及
附
近

需
要
地

ノ
河

口
減
水

ノ
為

メ
支
那
船

ノ
下

航

シ
来

ル
モ
ノ
極

メ
テ
減

少
シ
、

石
炭

運
漕
船

二
不

足
ヲ

感

シ
タ

ル
ヲ
以

テ
是
等

ノ
原
因

ハ
倍

々
炭
況

ヲ
錆
沈

セ
シ
ム

ル
ニ
至

レ
リ
」
と
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の
べ
て

い
る
よ
う
な
市
況

不
振
が
あ

っ
た

(
『
通
商
彙

纂

』

改
第

四
号

六
～

七
頁
)
。

『
東

亜
同
文
会

支
那
調
査
報

告
書

』

第

一
巻
第

一
号

二
六

頁
。

以
上

に

つ
い
て
は

『
通
商

彙
纂

』

第

=
二
七
号

三
六
頁
参

照
。

『
通
商
彙
纂

』

第

=

一五
号

一
頁
。

『
通
商
彙
纂

』

第
九
九
号

二

二
頁
。

『
通
商
彙
纂

』

第

二
「二
七
号

二
頁
。

『
通
商
彙
纂

』

改

第
四
号

八
頁
。

三
井
物

産
会
社

『
石
炭
諮

問
会

議

々
事

録

』

(
明
治

三
〇
年
)

物
産

一
九
九

八
頁
。

『
通
商
彙
纂

』

改

第
四
号

八
頁

た

と
え
ば
、

明
治
四

一
年
八
月

の
物
産
支
店

長
諮
問
会
議

に
お

い
て
、
中
丸

一
平
門
司
支
店
長

は

「
濠
州
炭
、

印
度
炭

ハ
非

常

二
安
値

ヲ
出

シ
場
合

二
依
リ

テ

ハ
香
港
迄

モ
侵

入

シ
来

ル

コ
ト
ナ
キ

ヤ
、
現

二
新
嘉
披

ハ
三
池
炭

ノ
大

得
意

ナ

ル
ガ
、
此
地

二
於

テ

モ

一
、

ニ

ノ
者
連
合

シ
テ
、
今
少

シ
一二
池
炭

ノ
価

ヲ
引

下

ケ
貰

ハ
サ

レ

ハ
之

ヲ
使
用

ス
ル
コ
ト
能

ハ
ス
、
濠
州
炭

ハ
非

常

二
安
値

ヲ
出

シ
来

ル
ヲ
以

テ
自
然
之

二
傾

ク

ニ
至

ル

ヘ
キ
ヲ
以

テ
、
是

非
値

引

ヲ
為

ス
ヘ
シ

ト
交

渉

ヲ
受
ケ

タ
ル

コ
ト

モ
聞

キ
タ

リ
、
兎

二
角
濠

州
炭
、

印
度
炭

ハ
明

年

ノ

約
定

二
於

テ

ハ
非
常

二
跋
扈

ス
ル
コ
ト

ナ
キ
ヤ
」
と

の
べ
て
い
る

(
三
井
物

産

会
社

『
支
店
長
諮
問
会
議

事

録

』
〈
明
治
四

一
年
V
ー

以
下

『
諮
問
会
議
事

録

』

と
略
称
す

る
1

一
四

一
頁

)
。
濠
州

炭
が
印
度

炭
と
と
も

に
新

嘉
妓
市
場

で

三
池
炭

の
競
争

炭
と

な

っ
て

い
る
こ
と
を
示
す

と
と
も

に
、
上
海

市
場

へ
の
濠

州
炭
進
出

の
規
制

要
因
が
運

賃

に
規
定

さ
れ

た
高

炭
価

に
あ

っ
た
こ
と
を
示

し

て

い
る

(
こ
の
点

に

つ
い
て
は
明
治

四

一
年

の
広

東
省

}
帯

の
石

炭
市
況

に

つ

い
て
の
報
告

で
も

「
濠
州
炭

ハ
距
離
遠
隔

ニ
シ
テ
運
賃

其
他

ノ
関
係

上
価
格

高

ク
シ
テ
到
底

覇

ヲ
市
場

二
称

ス

ル
事
難

ク
」

〈

『
東
亜
同
文
会
支

那
調
査
報

告

書

』

第

}
巻
第

一
号

二
六
頁

〉
と

の
べ
ら

れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も

明
ら

か

で
あ
る
)
。

明

治
三
五
年

一
〇
月

の
上
海

総
領
事
館
報
告

は
こ
の
点
に
つ
い
て
つ
ぎ

の
よ
う

に
報

告
し
て

い
る

(
『
通
商
彙
纂

』

第

二
三
七
号

二
頁
)

。

清

国
炭

ハ
市
況
頗

ル
平
穏

無
事

ニ
シ
テ
毫

モ
変
化

ナ
シ
、
本
炭
中
開
平
炭

ハ

梢

ヤ
勢
力

ヲ
有

ス
ル
モ
当

地

二
於

ケ

ル
重

モ
ナ

ル
需

用
者

ハ
招
商
局

ニ
シ
テ
、

一
ケ

年

ノ
需
用
高
約

一
万
噸

ヲ
消

費

シ
、

他

ハ
鉄
道

機
関

車
用
、
又

ハ
家
事

用
ナ

ル
モ
其

ノ
額
甚

タ
少
額

ナ

レ
ハ
、
随

テ
市
況
ノ
変
化
稀

ナ
リ
ト
云

フ
、

元
来
本

炭

ハ
其

ノ
品
質

本
邦
炭

二
匹
敵

ス
ル
ヲ
以
テ
間

々
之

レ
ヲ
用
ヰ

ン
ト

ス
ル
モ
ノ
ナ
キ

ニ
ア
ラ

ス
ト
錐
ト

モ
、
其

ノ
価
格
本
邦

炭

ノ
廉

二
及

ハ
サ

ル

モ
ノ
ァ
リ
、

若

シ
之

レ

二
及

フ
モ
ノ
ヲ
取
ラ

ン
乎
、
其

品
質

頗

ル
本
邦

炭

二

下

ル
モ
ノ
ァ
リ
、
比
較
上
本
邦

炭

ノ
廉

良
ナ

ル

ニ
若

サ

ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
以
テ

未

タ
其

ノ
需

用
ヲ
盛

ナ
ラ

シ
ム

ル
二
至
ラ

ス
、
依
然

一
ケ
年
二
、
三
万
噸

ノ

輸

入
ヲ
見

ル

ニ
過

キ

ス
、
今
本

年
初

季
以
来

九
月

末
日

二
至

ル
開

平
炭

ノ
輸

入
高

ハ
約

二
万

二
千
余
噸

ニ
シ
テ
其

ノ
額
極

メ
テ
微

々

タ
ル
モ
ノ
ト

ス

東

亜
同
文
会

『
支
那
経
済

全
書

』

第

七
輯

八
〇

二
～

三
頁
。

な

お
、
当
該
時
期

の
清
国

石
炭
産
業

の
伏

況
に

つ
い
て
は
、

『
通
商
彙
纂

』

第

一
二
七
号

一
九
～

二
二
頁
、

根
岸
借
編

『
清
国
商
業
綜
覧

』

第

五
巻

六
三

二
～

七
六
〇
頁
、

及
び
、

『
通
商
彙
纂

』

第

一
二
七
号

「
九
～

二
二

頁

を
参

照
。

『
通
商
彙
纂

』

第

八
〇
号

九
頁
。

『
通
商
彙
纂

』

第
七

〇
号

二
二
頁
。

『
通
商
彙
纂

』

第

一
二
七
号

二
三
頁
。

『
石
炭
諮
問
会

々
議

録

』

(
明
治

三
四
年
)

物
産

二
〇

一

九
頁
。

『
支
店

長
諮
問
会

議

々

事

録

』

(
明
治

四
〇
年
)

物
産

一
九
七

ノ
六

三

五
頁

。

『
支
店

長
諮
問
会

議

々
事

録

』

(
明
治
三

八
年
)

物
産

一
九
七

ノ
四

二
一二
～

四
頁
。

『
石
炭
協
議
会
議
事

録

』

(
明

治
三
九
年
)

物
産

二
〇
三

一
八

一
頁
。

『
支
店

長
諮
問
会
議

々
事

録

』

(
明
治
四

一
年
)

物
産

一
九
七

ノ
七

一
六
七
頁

。

『
石
炭

協
議

会
議
事

録

』

(明
治

三
九
年
)

物

産

二
〇
三

一
八

一
頁
。

『
石
炭

協
議
会
議
事

録

』

(明
治

四

一
年
)

物

産

二
〇
五

=

一
七
頁
。

東

亜
同
文

会

『
支
那
調
査

報
告

』

第

一
巻
第

三
号

七
二
～

三
頁
。
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な
お
、
開

平
炭
礦

の
推
移

に

つ
い
て
は
久
保

山
雄

三

『
支
那

石
炭
事

情

』

二
四

二
～

三
頁

を
も
参

照
。

『
明
治

工
業

史

』
鉱
業
編

七
八
〇
～

八
九
頁
。

『
南

満
州
鉄
道
株

式
会
社
三
十

年
略
史

』

四
五

二
頁

。

以
上

に
つ
い
て
は

『
石
炭
協
議

会
議
事

録

』

(
明
治
三
九

年
)

物
産
二
〇
三

一
七
五
～

六
頁

を
参
照
。

『
支

店
長

諮
問
会
議

事
録

』

(
明
治
四
〇
年
)

物

産

一
九
七
ノ
六

二

一
六
～

七
頁
。

『
支
店

長
諮
問
会
議
事

録

』

(
明

治
四

一
年
)

物

産

一
九
七

ノ
七

一
六
八
頁

。

な
お
、

こ
の
よ
う
な
困
難

を
打
開

す
る
た

め
に
、
物
産

は
満
鉄

と
の
間

に
委

乱
販
売
契
約

を
結

び
、
そ

の
結
果
、

「
我
社

ハ
一
手
販
売

ノ
特

権
ナ
キ

モ
、

実

除

二
於

テ

ハ
殆

ト
我
社

ノ
手

ヲ
経

ツ

・
ア

レ
ハ
、
今

ノ
間

二
益

々
其
根
底

ヲ
固

ク
セ
ン
ト
」

(
『
石
炭
諮
問
会

議
事

録

』
〈
明

治
四

一
年

〉

物
産

一
九
七

ノ

七

「
六
四
頁
)

す
る

に
至

っ
た
。
物

産

は
石
炭
販
売

業

の
拡

大
に
と
も
な
う

撫
順
炭
と

の
矛
盾

を
委

託
販
売
契
約

を
結

ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
、

す
な
わ
ち
、
競

争
炭
そ

の
も

の
を
自
己

の
取
扱

炭

と
し

て
解
消

し
よ
う

と
し

た
。

こ

こ
に
も
当

該

時
期

の
物

産

の
世
界
市
場

に
お
け

る
流

通
独
占

へ
の
指
向

を
み
る

こ
と
が

で

き
る
。

日

『
石
炭
協
議

会
議
事

録

』

(
明
治
三

八
年
)

物

産

二
〇

二

八
九
～

九
〇

頁
。

日

『
支
店
長

会
議

々

録

』

(
大
正

二
年
)

物

産

一
九
八

ノ
二

九
三
頁
。

た

と
え
ば
、

『
通
商
彙
纂

』

第

=

一
五
号

四
～
五
頁

を
参
照
。

『
通
商
彙

纂

』

『
通
商
彙

纂

』

『
通
商

彙
纂

』

『
通
商

彙
纂

』

『
通
商

彙
纂

』

『
通
商

彙
纂

』

『
通
商

彙
纂

』

第

二
三
七
号

一
～

二
頁
。

第

一
七

一
号

二
四
頁
。

第

二
三
七
号

一
頁
。

改

第

一
六
号

六
頁
。

改

第
三
五
号

一
頁
。

第

七
〇
号

二
二
頁
。

改

第
四
号

七
頁
。

『
通

商
彙
纂

』

第

=
二
七
号

三
五
頁

。

以
上

に

つ
い
て
は

『
通
商
彙
纂

』

第

=
二
七
号

三
六
頁

を
参
照
。

,

『
通
商
彙
纂

』

改

第
五

七
号

四
〇
～

一
頁
。

こ

の
報
告

は

「
当
地
冬
期

二
於

テ
石
炭

ノ
消

費
額

ハ

一
ケ
月

三
、
四
万
噸

ナ

リ
ト

ス
、
而

シ
テ
其
半
額

ハ
当

地
汽
船
会
社

ニ
テ
使
用

シ
、
其
残
半

ハ
諸

工
場

及

「
ス
ト
ー
ヴ
」
等

ノ
燃
料

ト
ナ

ル
割
合

ナ
リ
」

と
の
べ
て

い
る

(
『
通
商
彙

纂

』

第

一
八
八
号

三
頁
)

。

『
通
商

彙
纂

』

第

=

一
五
号

七
頁
。

『
石
炭

協
議
会
議
事

録

』

(明
治

四

一
年
)

物

産

二
〇
五

一
二
六
～
七

頁
。『

通
商
彙
纂

』

改
第

五
七
号

四

一
頁
。

『
通

商
彙
纂

』

改

第

四
号

七
頁
。

以
上

に
つ
い
て
は

『
通
商
彙

纂

』

第
九
九
号

二

二
頁

を
参
照
。

『
石
炭
協
議
会
議

事

録

』

(明

治
三
九
年
)

物

産

二
〇
三

五
五
頁

。

な
お
、
三
菱

を
は
じ

め
安
川
、

谷

口
、
加

藤
、
千
住
、

宮
崎

等

の
石
炭

商
が

従

来

の
方
針

を
転

換
し
、
石

炭
業

に
積
極
的

に
取
組
む

よ
う

に
な

っ
た

の
は
明

治
三
三
年

三
月

の
三
井

の
田
川
炭
礦

買
収

に
よ

る
筑

豊
炭

へ
の
進
出

が
直
接
的

契

機

と
な

っ
て

い
る
と
い
う

(
『
石

炭
諮
問
会
議
事

録

』
A
明
治

三
四
年

〉

物
産

二
〇

一

一
〇
～

二
頁
)

。

展
望

1

ま
と
め
に
か
え
て

以
上
、
明
治
三
〇
～
四
〇
年
代
と
い
う
国
内
的
に
は
資
本
主
義
確
立
期
"
財
閥

資
本
形
成
期
で
あ
り
、
世
界
史
的
に
は
帝
国
主
義
段
階

へ
の
移
行
期
に
当
る
時
期

に
焦
点
を
合
せ
つ
つ
、
上
海
石
炭
市
場

の
展
開
を
や
や
詳
し
く
み
て
き
た
。
そ
の

結
果
、
わ
れ
わ
れ
は
該
市
場
に
お
け
日
本
炭
の
支
配
的
地
位
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
注
意
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
こ
の
よ
う
な
圧
倒
的
な

日
本
炭

の
地
位
も
そ
の
内
実
は
き
わ
め
て
不
安
定
で
あ
り
、
激
し
い
市
場
競
争
を



通
じ
て
展
開
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
石
炭
輸
出
業
は
財

閥
資
本
に
と
っ
て
は
中
国
市
場
進
出

へ
の
橋
頭
塗
を
築
く
上
で
の
最
も
重
要
な
手

段

で
も
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
上
海
石
炭
市
場
で
の
日
本
炭
の
支
配
力
を
強
め
る
こ

と
は
同
時
に
、
財
閥
資
本

の
石
炭
産
業

へ
の
進
出
を

一
そ
う
促
進
せ
し
め
る
こ
と

に
な

っ
た
。
こ
う
し
た
財
閥
資
本
と
石
炭
産
業

の
結
合

を
国
際
市
場

で
の
展
開
を

通
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

一
つ
の
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
日
本
石
炭

産
業

の
構
造
的
特
質

の
解
明
に
と
っ
て
も
不
可
欠
な
問
題
で
も
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の

一
作
業
と
し
て
以
上
み
て
き
た
よ
う
な
上
海
石
炭
市
場

に
お
け

る
三
井
物
産
の
石
炭
取
扱
業

の
展
開
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
三
井

財
閥
形
成
史
の
特
質
の
究
明
を
お
こ
な
う

こ
と
が
つ
ぎ
に
残
さ
れ
た
課
題
な
の
で

あ
る
。

二

九
七
七

・
八

・
三

一
)

執

筆

者

紹

介

(
掲
載
順
)

四
宮

俊
之

山
下

直
登

出
水

力

入
江

寿
紀

左
合
藤
三
郎

細
川

章

安
藤

保

今
野

孝

秀
村

選
三

束
定

宣
昌

稲
富

清

川
内

昇

今
津

健
治

八
田
千
恵
子

町
田

保
次

明
治
大
学
大
学
院
博
士
課
程

東
京
教
育
大
学
大
学
院
博
士
課
程

大
阪
府
立
和
泉
工
業
高
等
学
校
教
諭

西
日
本
鉄
道
本
社
勤
務

元

『
労
務
管
理
年
誌

』
編
集
委
員

多
久
市
立
図
書
館
司
書

東
海
大
学
助
教
授

(
文
学
部
)

麻
生

セ
メ
ン
ト
本
社
社
史
資
料
室

九
州
大
学
教
授

(
経
済
学
部

)

第

一
経
済
大
学
専
任
講
師

安
川
電
機
製
作
所
小
倉
診
療
所
長

多
久
市
助
役

神
戸
大
学
助
教
授

(
教
養
部
)

佐
賀
新
聞
社
勤
務

熊
本
行
政
監
察

局
勤
務


